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狭さく部とは？
きょうさくぶきょうさくぶ

阿
武
隈
川
は
、
西
白
河
郡
西
郷
村
旭
岳
に
そ

の
源
を
発
し
、
大
滝
根
川
、
荒
川
、
摺
上
川
等

の
支
川
を
合
わ
せ
て
、
中
通
り
地
方
を
北
流
し
、

阿
武
隈
渓
谷
の
狭
さ
く
部
を
経
て
宮
城
県
に
入

り
、
さ
ら
に
白
石
川
等
の
支
川
を
合
わ
せ
て
太

平
洋
に
注
ぐ
、
幹
川
流
路
延
長
２
３
９
㎞
の
一

級
河
川
で
す
。

阿
武
隈
川
の
「
隈
」
は
、
川
が
蛇
行
す
る
こ

と
と
言
わ
れ
て
お
り
、
中
流
か
ら
下
流
に
か
け

て
多
数
の
「
隈
」（
蛇
行
箇
所
）
が
存
在
し
て
い

ま
す
。
流
域
に
は
約
１
２
８
万
人
が
暮
ら
し
、

川
の
水
は
水
道
用
水
や
農
業
用
水
、
工
業
用
水

や
発
電
用
水
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
人
々
の

暮
ら
し
を
支
え
て
い
ま
す
。

阿
武
隈
川
は
、
村
内
（
川
辺
・
小
高
・
中
・

竜
崎
地
区
）
を
北
上
す
る
よ
う
に
流
れ
、
川
が

運
ん
で
き
た
土
や
砂
が
堆
積
し
て
で
き
た
平
地

に
作
っ
た
水
田
か
ら
は
、
毎
年
お
い
し
い
お
米

が
穫
れ
る
な
ど
、
豊
か
な
恵
み
を
も
た
ら
し
て

き
ま
し
た
。

ま
た
、
阿
武
隈
川
沿
岸
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な

遺
跡
が
確
認
さ
れ
て
お
り
、
村
の
対
岸
に
あ
る

成
田
遺
跡
（
陣
ヶ
岡
遺
跡
／
鏡
石
町
大
字
成
田
・

矢
吹
町
大
字
三
城
目
地
内
）で
は
、
約
２
万
年

前（
推
定
）の
旧
石
器
時
代
の
ナ
イ
フ
形
石
器
が

発
見
さ
れ
る
な
ど
、
川
の
周
辺
に
は
、
古
代
か

ら
人
が
住
ん
で
い
た
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。

阿
武
隈
川
は
、
西
白
河
郡
西
郷
村
旭
岳
に
そ

の
源
を
発
し
、
大
滝
根
川
、
荒
川
、
摺
上
川
等

阿
武
隈
川
は
、
村

竜
崎
地
区
）
を
北
上
す

阿
武
隈
川
っ
て
ど
ん
な
川
？

阿
武
隈
川
と

　
　
　
　
生
き
る
。

５
年
前
の
令
和
元
年
東
日
本
台
風
で
は
、

阿
武
隈
川
の
各
水
位
観
測
所
（
県
内
９
か

所
）
全
て
で
観
測
史
上
最
高
水
位
と
な
る

洪
水
と
な
り
、
本
村
に
も
大
き
な
被
害
を

も
た
ら
し
ま
し
た
。

今
回
の
特
集
で
は
、
阿
武
隈
川
の
流
域

で
国
・
県
・
市
町
村
が
連
携
し
て
進
め
て

い
る
治
水
対
策
「
阿
武
隈
川
緊
急
治
水
対

策
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
遊
水
地
事
業
な
ど

に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

　川幅が急に狭くなる場所を狭さ
く部といい、阿武隈川では、阿武隈
峡（二本松・福島狭さく部）や阿武
隈渓谷（県境狭さく部）などの狭さ
く部が盆地を挟んで交互に連なっ
ています。
　狭さく部によって水の流れが妨
げられると、その上流の盆地では
水位が上昇し、洪水被害を受けや
すくなります。乙字ヶ滝付近も狭さ
く区間になっており、下流に水が
流れにくい特徴をもっています。

川の恵みを受け、頭（こうべ）を垂
れる稲穂（小高地区）。小高字北ノ
内にある高原遺跡（弥生～古墳時
代）では、炭化した米が出土して
おり、村の稲作文化は川に沿って
入ってきたと考えられています。

毎年７月に行われている河川ク
リーンアップ作戦では、地域の多
くの方に御協力いただきながら、
河川の草刈りやゴミ拾いをしてお
り、阿武隈川の美化につながって
います。

福島河川国道事務所資料を加工

阿武隈川流域図
福島河川国道事務所資料を加工
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玉川村▲

阿武隈川流域の歴史と文化

阿
武
隈
川
は
、
昔
か
ら
身
近
な
川
で
、
川
遊

び
や
カ
ヌ
ー
を
通
じ
て
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
を
教

わ
っ
た
と
話
す
の
は
、
車
田
幸
司
さ
ん
（
小
高
・

玉
川
村
観
光
物
産
協
会
会
長
）。
長
年
川
に
親

し
ん
で
き
た
車
田
さ
ん
に
阿
武
隈
川
の
魅
力
を

伺
い
ま
し
た
。

小
学
校
時
代
は
、
学
校
に
ま
だ
プ
ー
ル
が
な

く
、
水
泳
の
授
業
で
は
阿
武
隈
川
に
入
っ
て
泳

ぎ
ま
し
た
。
夏
に
な
る
と
川
は
最
高
の
遊
び
場

と
な
り
、
魚
取
り
や
手
作
り
ボ
ー
ト
で
の
川
下

り
な
ど
、
友
達
と
夕
方
ま
で
遊
び
ま
し
た
。

20
代
の
こ
ろ
に
カ
ヌ
ー
と
出
会
い
、
水
の
流
れ

を
読
み
な
が
ら
川
を
下
る
面
白
さ
に
夢
中
に
な
り

ま
し
た
。

私
が
乗
る
カ
ヌ
ー
は
、
カ
ナ
デ
ィ
ア
ン
カ
ヌ
ー

と
い
う
カ
ヌ
ー
で
イ
ス
に
腰
掛
け
る
よ
う
に
座

り
、
パ
ド
ル
で
艇
の
片
側
だ
け
を
か
き
な
が
ら
、

同
時
に
方
向
を
操
作
し
て
進
み
ま
す
。
ボ
ー
ト
に

も
似
て
い
ま
す
が
、
ボ
ー
ト
は
オ
ー
ル
が
艇
に
取

り
付
け
て
あ
る
の
に
対
し
、
カ
ヌ
ー
の
パ
ド
ル
は

固
定
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
ま
た
、
ボ
ー
ト
は
後
ろ

向
き
に
進
み
ま

す
が
、
カ
ヌ
ー

は
前
向
き
に
進

み
ま
す
。

木
で
作
ら
れ

た
カ
ヌ
ー
は
、

独
特
の
質
感
を

も
っ
て
お
り
、

水
面
に
浮
か
べ

る
と
自
然
と
の

一
体
感
を
感
じ

さ
せ
て
く
れ
ま
す
。
カ
ヌ
ー
の
滑
ら
か
な
形
に
魅

せ
ら
れ
、
自
分
で
も
作
り
た
く
な
っ
た
私
は
、
カ

ヌ
ー
が
盛
ん
な
北
海
道
に
行
き
作
り
方
を
教
え
て

も
ら
い
ま
し
た
。

本
業
が
大
工
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
木
の
扱
い
に

は
慣
れ
て
い
た
つ
も
り
で
し
た
が
、
薄
く
、
細
長

く
加
工
し
た
板
を
隙
間
な
く
つ
な
ぎ
合
わ
せ
、
曲

線
を
出
し
て
い
く
作
業
は
思
っ
た
以
上
に
難
し

く
、
建
物
を
造
る
楽
し
さ
と
は
ま
た
違
っ
た
面
白

さ
が
あ
り
ま
し
た
。村
の
間
伐
材
な
ど
を
材
料
に
、

こ
れ
ま
で
40
艇
ほ
ど
作
り
ま
し
た
が
、
ま
だ
ま
だ

修
行
中
で
す
。

さ
ま
ざ
ま
な
と
こ
ろ
で
カ
ヌ
ー
を
楽
し
み
ま

し
た
が
、
阿
武
隈
川
で
の
カ
ヌ
ー
、
と
り
わ
け

仲
間
と
開
催
し
た
カ
ヌ
ー
駅
伝
大
会
は
と
て
も

楽
し
い
も
の
で
し
た
。

東
日
本
大
震
災
ま
で
続
い
た
そ
の
大
会
は
、

阿
武
隈
川
の
源
流
の
水
を
入
れ
た
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
を
タ
ス
キ
替
わ
り
に
、
福
島
市
の
渡
利
地
区

か
ら
阿
武
隈
川
の
河
口
が
あ
る
宮
城
県
亘
理
町

ま
で
の
約
75
㎞
９
区
間
を
１
泊
２
日
の
日
程
で

下
る
も
の
で
し
た
が
、
県
境
越
え
の
区
間
に
は

急
流
が
あ
る
な
ど
、
阿
武
隈
川
の
魅
力
を
詰
め

込
ん
だ
も
の
で
し
た
。

川
に
は
危
険
も
あ
る
た
め
、
カ
ヌ
ー
に
乗
る

際
に
は
、
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
や
ヘ
ル
メ
ッ
ト

は
か
か
せ
ま
せ
ん
。
同
時
に
川
に
は
、
急
流
や

静
か
な
淵
、
豊
か
な
生
態
系
な
ど
、
山
や
海
に

は
な
い
魅
力
が
あ
り
ま
す
。
川
の
流
れ
に
耳
を

傾
け
な
が
ら
、
自
然
の
美
し
さ
を
感
じ
る
こ
と

が
で
き
る
の
は
、
川
な
ら
で
は
の
体
験
で
す
。

全
国
各
地
で
大
雨
に
よ
る
川
の
氾
濫
等
が
発

生
し
、
川
は
恐
ろ
し
い
も
の
と
い
っ
た
イ
メ
ー

ジ
を
持
た
れ
る
方
も
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
歴

史
を
振
り
返
れ
ば
、
川
と
人
間
は
知
恵
や
工
夫

で
共
生
を
図
っ
て
き
ま
し
た
。９
月
28
日
に
オ
ー

プ
ン
し
た
乙
な
駅
た
ま
か
わ
で
は
、
阿
武
隈
川

で
カ
ヌ
ー
体
験
（
予
約
制
）
を
行
う
こ
と
が
で

き
ま
す
。
カ
ヌ
ー
に
乗
り
、
遠
く
に
乙
字
ヶ
滝

の
音
を
聞
き
な
が
ら
水
上
か
ら
の
景
色
を
眺
め

る
な
ど
、
阿
武
隈
川
で
の
乙
な
時
間
を
楽
し
ん

で
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

阿
武
隈
川
は
、
昔
か
ら
身
近
な
川
で
、
川
遊

び
や
カ
ヌ
ー
を
通
じ
て
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
を
教

わ
っ
た
と
話
す
の
は
、
車
田
幸
司
さ
ん
（
小
高
・

阿
武
隈
川
の
魅
力

　福島県歴史資料館では、現在、主に江戸・明治時代の阿武隈川と
支流域に関する史料を紹介する展示を開催しています。中島村・二
本松市間の通船路を描いた「舟運絵図」など、玉川村流域に関係する
資料も展示中です【入館無料】。

【期間】令和 6 年 8 月 3 日 ( 土 ) ～令和 6 年 11 月 24 日 ( 日 )
       （休館日 : 毎週月曜日 ( 月曜日が祝日の場合は翌火曜日））

【時間】午前９時～午後５時（入館は午後４時 30 分まで）
【場所】福島県歴史資料館展示室　☎024-534-9193
　　　（福島市春日町 5-54 とうほう・みんなの文化センター内）

　江戸時代に始まった川原田河岸（中島村）から鬼生田河岸（郡
山市西田）を結ぶ通船では、乙字ケ滝が最大の難所となったこ
とから、滝の北側の岩盤を掘削して運河（舟通し）が造られまし
た。（写真手前）着工から３年を経ても完成しなかった難工事で、
その跡は現在も見ることができます（写真奥は滝見不動堂）。

※10/12（土）、11/10（日）には、担
当者による解説会も開かれます。
  （午後1時30 分から50 分程度）。

車田さんは、乙字ヶ滝かわまちづくり計画
検討委員会の委員として、乙な駅たまかわ
の整備にも携わりました。

あめ色に輝く車田さんが作ったカヌー

乙な駅たまかわでのカヌー体験

「〔阿武隈川舟運絵図〕（部分）」
明治 3(1870) 個人蔵

当時、舟運の難所となった乙字ヶ滝
を描いた絵図を展示されます。

夢
中
に
な
っ
た
川
遊
び

川
に
親
し
む

川
と
触
れ
合
っ
て

カ
ヌ
ー
と
の
出
会
い
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おり、村の稲作文化は川に沿って
入ってきたと考えられています。

毎年７月に行われている河川ク
リーンアップ作戦では、地域の多
くの方に御協力いただきながら、
河川の草刈りやゴミ拾いをしてお
り、阿武隈川の美化につながって
います。

福島河川国道事務所資料を加工

阿武隈川流域図
福島河川国道事務所資料を加工

白石市

福　島　県

山　形　県

宮　城　県

角田市

岩沼市

名取市

伊達市福島市米沢市

二本松市

本宮市

田村市郡山市

白河市

須賀川市

阿武隈川の源流
旭岳

（1,835ｍ）

玉川村▲

阿武隈川流域の歴史と文化

阿
武
隈
川
は
、
昔
か
ら
身
近
な
川
で
、
川
遊

び
や
カ
ヌ
ー
を
通
じ
て
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
を
教

わ
っ
た
と
話
す
の
は
、
車
田
幸
司
さ
ん
（
小
高
・

玉
川
村
観
光
物
産
協
会
会
長
）。
長
年
川
に
親

し
ん
で
き
た
車
田
さ
ん
に
阿
武
隈
川
の
魅
力
を

伺
い
ま
し
た
。

小
学
校
時
代
は
、
学
校
に
ま
だ
プ
ー
ル
が
な

く
、
水
泳
の
授
業
で
は
阿
武
隈
川
に
入
っ
て
泳

ぎ
ま
し
た
。
夏
に
な
る
と
川
は
最
高
の
遊
び
場

と
な
り
、
魚
取
り
や
手
作
り
ボ
ー
ト
で
の
川
下

り
な
ど
、
友
達
と
夕
方
ま
で
遊
び
ま
し
た
。

20
代
の
こ
ろ
に
カ
ヌ
ー
と
出
会
い
、
水
の
流
れ

を
読
み
な
が
ら
川
を
下
る
面
白
さ
に
夢
中
に
な
り

ま
し
た
。

私
が
乗
る
カ
ヌ
ー
は
、
カ
ナ
デ
ィ
ア
ン
カ
ヌ
ー

と
い
う
カ
ヌ
ー
で
イ
ス
に
腰
掛
け
る
よ
う
に
座

り
、
パ
ド
ル
で
艇
の
片
側
だ
け
を
か
き
な
が
ら
、

同
時
に
方
向
を
操
作
し
て
進
み
ま
す
。
ボ
ー
ト
に

も
似
て
い
ま
す
が
、
ボ
ー
ト
は
オ
ー
ル
が
艇
に
取

り
付
け
て
あ
る
の
に
対
し
、
カ
ヌ
ー
の
パ
ド
ル
は

固
定
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
ま
た
、
ボ
ー
ト
は
後
ろ

向
き
に
進
み
ま

す
が
、
カ
ヌ
ー

は
前
向
き
に
進

み
ま
す
。

木
で
作
ら
れ

た
カ
ヌ
ー
は
、

独
特
の
質
感
を

も
っ
て
お
り
、

水
面
に
浮
か
べ

る
と
自
然
と
の

一
体
感
を
感
じ

さ
せ
て
く
れ
ま
す
。
カ
ヌ
ー
の
滑
ら
か
な
形
に
魅

せ
ら
れ
、
自
分
で
も
作
り
た
く
な
っ
た
私
は
、
カ

ヌ
ー
が
盛
ん
な
北
海
道
に
行
き
作
り
方
を
教
え
て

も
ら
い
ま
し
た
。

本
業
が
大
工
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
木
の
扱
い
に

は
慣
れ
て
い
た
つ
も
り
で
し
た
が
、
薄
く
、
細
長

く
加
工
し
た
板
を
隙
間
な
く
つ
な
ぎ
合
わ
せ
、
曲

線
を
出
し
て
い
く
作
業
は
思
っ
た
以
上
に
難
し

く
、
建
物
を
造
る
楽
し
さ
と
は
ま
た
違
っ
た
面
白

さ
が
あ
り
ま
し
た
。村
の
間
伐
材
な
ど
を
材
料
に
、

こ
れ
ま
で
40
艇
ほ
ど
作
り
ま
し
た
が
、
ま
だ
ま
だ

修
行
中
で
す
。

さ
ま
ざ
ま
な
と
こ
ろ
で
カ
ヌ
ー
を
楽
し
み
ま

し
た
が
、
阿
武
隈
川
で
の
カ
ヌ
ー
、
と
り
わ
け

仲
間
と
開
催
し
た
カ
ヌ
ー
駅
伝
大
会
は
と
て
も

楽
し
い
も
の
で
し
た
。

東
日
本
大
震
災
ま
で
続
い
た
そ
の
大
会
は
、

阿
武
隈
川
の
源
流
の
水
を
入
れ
た
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
を
タ
ス
キ
替
わ
り
に
、
福
島
市
の
渡
利
地
区

か
ら
阿
武
隈
川
の
河
口
が
あ
る
宮
城
県
亘
理
町

ま
で
の
約
75
㎞
９
区
間
を
１
泊
２
日
の
日
程
で

下
る
も
の
で
し
た
が
、
県
境
越
え
の
区
間
に
は

急
流
が
あ
る
な
ど
、
阿
武
隈
川
の
魅
力
を
詰
め

込
ん
だ
も
の
で
し
た
。

川
に
は
危
険
も
あ
る
た
め
、
カ
ヌ
ー
に
乗
る

際
に
は
、
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
や
ヘ
ル
メ
ッ
ト

は
か
か
せ
ま
せ
ん
。
同
時
に
川
に
は
、
急
流
や

静
か
な
淵
、
豊
か
な
生
態
系
な
ど
、
山
や
海
に

は
な
い
魅
力
が
あ
り
ま
す
。
川
の
流
れ
に
耳
を

傾
け
な
が
ら
、
自
然
の
美
し
さ
を
感
じ
る
こ
と

が
で
き
る
の
は
、
川
な
ら
で
は
の
体
験
で
す
。

全
国
各
地
で
大
雨
に
よ
る
川
の
氾
濫
等
が
発

生
し
、
川
は
恐
ろ
し
い
も
の
と
い
っ
た
イ
メ
ー

ジ
を
持
た
れ
る
方
も
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
歴

史
を
振
り
返
れ
ば
、
川
と
人
間
は
知
恵
や
工
夫

で
共
生
を
図
っ
て
き
ま
し
た
。９
月
28
日
に
オ
ー

プ
ン
し
た
乙
な
駅
た
ま
か
わ
で
は
、
阿
武
隈
川

で
カ
ヌ
ー
体
験
（
予
約
制
）
を
行
う
こ
と
が
で

き
ま
す
。
カ
ヌ
ー
に
乗
り
、
遠
く
に
乙
字
ヶ
滝

の
音
を
聞
き
な
が
ら
水
上
か
ら
の
景
色
を
眺
め

る
な
ど
、
阿
武
隈
川
で
の
乙
な
時
間
を
楽
し
ん

で
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

阿
武
隈
川
は
、
昔
か
ら
身
近
な
川
で
、
川
遊

び
や
カ
ヌ
ー
を
通
じ
て
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
を
教

わ
っ
た
と
話
す
の
は
、
車
田
幸
司
さ
ん
（
小
高
・

阿
武
隈
川
の
魅
力

　福島県歴史資料館では、現在、主に江戸・明治時代の阿武隈川と
支流域に関する史料を紹介する展示を開催しています。中島村・二
本松市間の通船路を描いた「舟運絵図」など、玉川村流域に関係する
資料も展示中です【入館無料】。

【期間】令和 6 年 8 月 3 日 ( 土 ) ～令和 6 年 11 月 24 日 ( 日 )
       （休館日 : 毎週月曜日 ( 月曜日が祝日の場合は翌火曜日））

【時間】午前９時～午後５時（入館は午後４時 30 分まで）
【場所】福島県歴史資料館展示室　☎024-534-9193
　　　（福島市春日町 5-54 とうほう・みんなの文化センター内）

　江戸時代に始まった川原田河岸（中島村）から鬼生田河岸（郡
山市西田）を結ぶ通船では、乙字ケ滝が最大の難所となったこ
とから、滝の北側の岩盤を掘削して運河（舟通し）が造られまし
た。（写真手前）着工から３年を経ても完成しなかった難工事で、
その跡は現在も見ることができます（写真奥は滝見不動堂）。

※10/12（土）、11/10（日）には、担
当者による解説会も開かれます。
  （午後1時30 分から50 分程度）。

車田さんは、乙字ヶ滝かわまちづくり計画
検討委員会の委員として、乙な駅たまかわ
の整備にも携わりました。

あめ色に輝く車田さんが作ったカヌー

乙な駅たまかわでのカヌー体験

「〔阿武隈川舟運絵図〕（部分）」
明治 3(1870) 個人蔵

当時、舟運の難所となった乙字ヶ滝
を描いた絵図を展示されます。

夢
中
に
な
っ
た
川
遊
び

川
に
親
し
む

川
と
触
れ
合
っ
て

カ
ヌ
ー
と
の
出
会
い
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河道掘削とは？

■玉川村における主な水害（阿武隈川）■

くっさく

令和元年東日本台風から5年　巡回パネル展開催

玉川村の水害

　洪水時の水位を低下させるため、河道（河川の流水
が流れ下る部分）に堆積した土砂を掘削・撤去し、水
が流れる面積を広くすることを河道掘削といいます。
阿武隈川緊急治水対策プロジェクトでは、阿武隈川本
川はもちろん、支川でも河道掘削を実施しています。

　阿武隈川上流流域治水協議会 (事務局：福島河川国道事務所 )では、現在、
遊水地群の整備や流域治水の取組等について紹介するパネル展を流域の
29会場で開催しています。玉川村においては、下記の日程で行われます。
期　間：令和 6 年10月24日（木）～令和 6 年11月6日（水）
　　　　（初日は午後２時からの予定。最終日は午前中のみ。）
場　所：たまかわ文化体育館

　昔から玉川村は阿武隈川の豊かな恵みを享受していた一方で、水害という自然の猛威と隣り合わせの暮らしを営んできました。
水害を防ぐため、川などを工事することを「治水」と呼びますが、急勾配な河川が多い日本では、古くからさまざまな治水事業
が行われており、阿武隈川においても多くの河川改修工事が行われてきました。　
　しかしながら、５年前の令和元年東日本台風では、国が阿武隈川に設置した県内の基準水位観測所全てにおいて過去最高水位
を記録し、各地に大きな被害をもたらしました。このため、令和２年度から、国・県・市町村が連携して「阿武隈川緊急治水対策プ
ロジェクト」を実施しており、堤防のかさ上げや河道掘削（くっさく）のほか、玉川村、鏡石町及び矢吹町に遊水地群の整備を進めて
います（阿武隈川上流遊水地群の整備については、６-７ページをご覧ください）。

阿
武
隈
川
は
、南
か
ら
北
に
向
か
っ
て
流
れ
る
河
川
の

た
め
、
台
風
の
進
路
と
一
致
し
や
す
い
傾
向
に
あ
り
ま

す
。こ
の
た
め
、台
風
に
伴
う
雨
の
影
響
を
受
け
や
す
く
、

令
和
元
年
10
月
の
東
日
本
台
風（
台
風
19
号
）を
始
め
、過

去
に
発
生
し
た
洪
水
の
多
く
が
台
風
に
よ
る
大
雨
が
原

因
と
な
っ
て
発
生
し
て
い
ま
す
。

令
和
元
年
東
日
本
台
風
で
は
、10
月
11
日
か
ら
前
線
の

影
響
で
降
り
出
し
た
雨
が
台
風
の
接
近
に
よ
り
12
日
昼

過
ぎ
か
ら
激
し
い
雨
と
な
り
、特
に
台
風
が
県
内
を
通
過

し
た
12
日
夕
方
か
ら
夜
遅
く
に
か
け
て
は
非
常
に
激
し

い
雨
と
な
り
ま
し
た
。

阿
武
隈
川
上
流
の
白
河
市
で
は
、
こ
の
期
間（
11
日
15

時
〜
13
日
６
時
）
の
積
算
降
水
量
が
３
７
３
㎜
（
10
月
１

か
月
の
平
均
値
の
２
〜
３
倍
）と
な
り
、阿
武
隈
川（
玉
川

村
流
域
）に
は
、12
日
19
時
20
分
に
氾
濫
警
戒
情
報
、同
日

20
時
40
分
に
は
、氾
濫
危
険
情
報
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

村
内
の
大
雨
警
報（
12
日
夜
に
は
大
雨
特
別
警
報
）は
、

13
日
10
時
58
分
に
解
除
さ
れ
ま
し
た
が
、阿
武
隈
川
流
域

に
は
多
く
の
雨
が
降
っ
た
こ
と
か
ら
、高
水
位
の
状
況
が

長
く
続
き
、
洪
水
警
報
が
解
除
さ
れ
た
の
は
、
大
雨
警
報

解
除
か
ら
約
28
時
間
後
と
な
り
ま
し
た
。

令和元年東日本台風では、阿武隈川本川からの越水に加え、支川等に
おいてバックウォーター現象による越水や内水氾濫が生じました。

令和元年東日本台風における浸水状況

あぶくま高原道路

須賀川市▶阿武隈川▶

玉川村

矢吹町
鏡石町

玉城橋

玉川村役場

JR水郡線 国道118号

成竜橋

阿武隈川周辺における浸水 ～バックウォーター現象と内水氾濫～

■水位観測値の見方■

STEP1 サイトを開く STEP2 「玉川村」で検索

STEP5 現在の状況や水位が表示される

STEP3 地図を選択 STEP4 見るポイント選ぶ

　大雨によって水位が上昇した本流に、合流する支流の水が流れ込
めず逆流する現象で、行き場をなくした支流の水が溜まり、水位が
さらに上昇すると浸水等につながります。令和元年東日本台風にお
いても、阿武隈川の支川で発生していることから、泉郷川では遊水
地の整備に合わせ堤防のかさ上げ（バック堤の設置）を行う計画です。

通常の合流
本流の水位上昇など
により支流から流れ
込みにくくなる。

支流の水位がさらに
上昇し、周辺が浸水。

川を知る・調べる
　洪水時に川の状況を把握することは、防災や避難を考える上で非常に重要ですが、増水した川に近づくことは非常に危険です。
阿武隈川やその支川には、ライブカメラや水位計が設置されており、スマートフォンやパソコンから現在の状況を見ることができま
す。今回は、スマートフォンを使い、国土交通省の「川の防災情報」から調べる方法を紹介します。
※「川の防災情報」は、福島県防災アプリやNHK 総合の dボタン（水位が一定値以上ある場合に表示）からもアクセスできます。

　排水先の川の水位が上昇したり、それに合わせて樋門を閉じたり、
また、降った雨量が流入河川や排水路の水を流す能力を超えたりす
ると、人が暮らす側の水 ( 内水 ) を河川に排出できなくなり、周囲
にあふれ出すことを内水氾濫といいます。
　遊水地の工事では、周囲堤に沿って大きな排水路を設置し、大雨
が降った際にも内水があふれることのないよう整備する計画です。

降った雨量が、排水
能力を超えると住宅
地や農地に内水があ
ふれる。

国土交通省
「川の防災情報」のサイトに

アクセス

川の防災情報QRコード

バックウォーター現象 内水氾濫

川の防災情報

または
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年 内　　　　　　　容 年 内　　　　　　　容
昭和41
(1966)

台風４号による被害 ( 玉城橋流出 )
台風９号による被害 ( 阿武隈川堤防決壊 )

平成10
(1998)

停滞前線と台風4号による被害【８・27水害】
( 家屋2棟が床下浸水・田畑約60ha が浸水 )

昭和61
(1986)

台風10号により阿武隈川が氾濫【８・５水害】
( 床上床下浸水32棟・田畑が広範囲に浸水）

平成23
(2011)

台風15号による被害
( 家屋108棟浸水・田畑約95ha が浸水 )

平成３
(1991)

台風18号・19号による被害
( 家屋4棟浸水・田畑が広範囲に浸水 )

令和元
 (2019)

台風19号による被害
( 家屋119棟浸水・田畑約140ha が浸水 )



河道掘削とは？

■玉川村における主な水害（阿武隈川）■

くっさく

令和元年東日本台風から5年　巡回パネル展開催

玉川村の水害

　洪水時の水位を低下させるため、河道（河川の流水
が流れ下る部分）に堆積した土砂を掘削・撤去し、水
が流れる面積を広くすることを河道掘削といいます。
阿武隈川緊急治水対策プロジェクトでは、阿武隈川本
川はもちろん、支川でも河道掘削を実施しています。

　阿武隈川上流流域治水協議会 (事務局：福島河川国道事務所 )では、現在、
遊水地群の整備や流域治水の取組等について紹介するパネル展を流域の
29会場で開催しています。玉川村においては、下記の日程で行われます。
期　間：令和 6 年10月24日（木）～令和 6 年11月6日（水）
　　　　（初日は午後２時からの予定。最終日は午前中のみ。）
場　所：たまかわ文化体育館

　昔から玉川村は阿武隈川の豊かな恵みを享受していた一方で、水害という自然の猛威と隣り合わせの暮らしを営んできました。
水害を防ぐため、川などを工事することを「治水」と呼びますが、急勾配な河川が多い日本では、古くからさまざまな治水事業
が行われており、阿武隈川においても多くの河川改修工事が行われてきました。　
　しかしながら、５年前の令和元年東日本台風では、国が阿武隈川に設置した県内の基準水位観測所全てにおいて過去最高水位
を記録し、各地に大きな被害をもたらしました。このため、令和２年度から、国・県・市町村が連携して「阿武隈川緊急治水対策プ
ロジェクト」を実施しており、堤防のかさ上げや河道掘削（くっさく）のほか、玉川村、鏡石町及び矢吹町に遊水地群の整備を進めて
います（阿武隈川上流遊水地群の整備については、６-７ページをご覧ください）。

阿
武
隈
川
は
、南
か
ら
北
に
向
か
っ
て
流
れ
る
河
川
の

た
め
、
台
風
の
進
路
と
一
致
し
や
す
い
傾
向
に
あ
り
ま

す
。こ
の
た
め
、台
風
に
伴
う
雨
の
影
響
を
受
け
や
す
く
、

令
和
元
年
10
月
の
東
日
本
台
風（
台
風
19
号
）を
始
め
、過

去
に
発
生
し
た
洪
水
の
多
く
が
台
風
に
よ
る
大
雨
が
原

因
と
な
っ
て
発
生
し
て
い
ま
す
。

令
和
元
年
東
日
本
台
風
で
は
、10
月
11
日
か
ら
前
線
の

影
響
で
降
り
出
し
た
雨
が
台
風
の
接
近
に
よ
り
12
日
昼

過
ぎ
か
ら
激
し
い
雨
と
な
り
、特
に
台
風
が
県
内
を
通
過

し
た
12
日
夕
方
か
ら
夜
遅
く
に
か
け
て
は
非
常
に
激
し

い
雨
と
な
り
ま
し
た
。

阿
武
隈
川
上
流
の
白
河
市
で
は
、
こ
の
期
間（
11
日
15

時
〜
13
日
６
時
）
の
積
算
降
水
量
が
３
７
３
㎜
（
10
月
１

か
月
の
平
均
値
の
２
〜
３
倍
）と
な
り
、阿
武
隈
川（
玉
川

村
流
域
）に
は
、12
日
19
時
20
分
に
氾
濫
警
戒
情
報
、同
日

20
時
40
分
に
は
、氾
濫
危
険
情
報
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

村
内
の
大
雨
警
報（
12
日
夜
に
は
大
雨
特
別
警
報
）は
、

13
日
10
時
58
分
に
解
除
さ
れ
ま
し
た
が
、阿
武
隈
川
流
域

に
は
多
く
の
雨
が
降
っ
た
こ
と
か
ら
、高
水
位
の
状
況
が

長
く
続
き
、
洪
水
警
報
が
解
除
さ
れ
た
の
は
、
大
雨
警
報

解
除
か
ら
約
28
時
間
後
と
な
り
ま
し
た
。

令和元年東日本台風では、阿武隈川本川からの越水に加え、支川等に
おいてバックウォーター現象による越水や内水氾濫が生じました。

令和元年東日本台風における浸水状況

あぶくま高原道路

須賀川市▶阿武隈川▶

玉川村

矢吹町
鏡石町

玉城橋

玉川村役場

JR水郡線 国道118号

成竜橋

阿武隈川周辺における浸水 ～バックウォーター現象と内水氾濫～

■水位観測値の見方■

STEP1 サイトを開く STEP2 「玉川村」で検索

STEP5 現在の状況や水位が表示される

STEP3 地図を選択 STEP4 見るポイント選ぶ

　大雨によって水位が上昇した本流に、合流する支流の水が流れ込
めず逆流する現象で、行き場をなくした支流の水が溜まり、水位が
さらに上昇すると浸水等につながります。令和元年東日本台風にお
いても、阿武隈川の支川で発生していることから、泉郷川では遊水
地の整備に合わせ堤防のかさ上げ（バック堤の設置）を行う計画です。

通常の合流
本流の水位上昇など
により支流から流れ
込みにくくなる。

支流の水位がさらに
上昇し、周辺が浸水。

川を知る・調べる
　洪水時に川の状況を把握することは、防災や避難を考える上で非常に重要ですが、増水した川に近づくことは非常に危険です。
阿武隈川やその支川には、ライブカメラや水位計が設置されており、スマートフォンやパソコンから現在の状況を見ることができま
す。今回は、スマートフォンを使い、国土交通省の「川の防災情報」から調べる方法を紹介します。
※「川の防災情報」は、福島県防災アプリやNHK 総合の dボタン（水位が一定値以上ある場合に表示）からもアクセスできます。

　排水先の川の水位が上昇したり、それに合わせて樋門を閉じたり、
また、降った雨量が流入河川や排水路の水を流す能力を超えたりす
ると、人が暮らす側の水 ( 内水 ) を河川に排出できなくなり、周囲
にあふれ出すことを内水氾濫といいます。
　遊水地の工事では、周囲堤に沿って大きな排水路を設置し、大雨
が降った際にも内水があふれることのないよう整備する計画です。

降った雨量が、排水
能力を超えると住宅
地や農地に内水があ
ふれる。

国土交通省
「川の防災情報」のサイトに

アクセス

川の防災情報QRコード

バックウォーター現象 内水氾濫

川の防災情報

または
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■計画概要■ 福
島
河
川
国
道
事
務
所
で
は
、
阿
武
隈
川
緊

急
治
水
対
策
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
基
づ
き
、
玉
川

村
、
鏡
石
町
及
び
矢
吹
町
に
阿
武
隈
川
上
流
遊

水
地
群
の
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

遊
水
地
は
、
川
に
接
す
る
土
地
の
一
部
を
堤

防
で
囲
み
、
川
か
ら
あ
ふ
れ
た
水
を
一
時
的
に

貯
め
る
施
設
に
な
り
ま
す
。
普
段
、
遊
水
地
内

に
は
水
を
貯
め
ず
、
令
和
元
年
東
日
本
台
風
の

よ
う
な
大
規
模
な
洪
水
に
な
り
、
川
の
水
位
が

一
定
の
高
さ
に
達
し
た
場
合
、
堤
防
の
一
部
を

低
く
し
た
箇
所（
越
流
堤
）か
ら
遊
水
地
内
に
流

れ
込
ん
だ
水
が
貯
ま
る
こ
と
で
、
遊
水
地
区
間

と
そ
の
下
流
側
の
水
位
上
昇
を
抑
え
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
遊
水
地
内
に
貯
め
た
水
は
、
川
の

水
位
が
低
下
し
て
き
た
ら
、
排
水
設
備
か
ら
川

に
戻
し
、
次
の
洪
水
に
備
え
ま
す
。

福
島
河
川
国
道
事
務
所
で
は
、
阿
武
隈
川
緊

急
治
水
対
策
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
基
づ
き
、
玉
川

村
、
鏡
石
町
及
び
矢
吹
町
に
阿
武
隈
川
上
流
遊

阿
武
隈
川

   
上
流
遊
水
地
群

福島河川国道事務所資料を加工

周囲堤…遊水地全体を囲い人々の住むところと河川を分
ける堤防。

囲繞堤…周囲堤で囲まれた遊水地内部の河道部と遊水地
を区切る堤防。

越流堤…洪水が一定の水位になった際、水を遊水地内に
流入させるため、囲繞堤を一部低くしたところ。

遊水地に洪水 (①～⑧) が流れ込む
ことで、A－A’ 位置の水位が低下。

洪水が収まるまで、遊水地内で水を貯め
込みます。

洪水が収まると排水門を開けて遊水地に
貯まった水を川に流します。

普段は、川の水が入っていません。（村内
の内水が周囲堤樋門から遊水地内に入
り、排水門から河川へ流れる形）

※A-A’の水位

洪水時には越流堤より遊水地内へ水が流
れ込み、下流に流れる水の量を減らしま
す（排水門を閉鎖）。

阿武隈川上流遊水地群（第2遊水地）概略図

遊水地の効果

堤防の種類 遊水地のはたらき

【遊水地なし】

普段

遊水地がない場合、
堤防から水が越水

洪水発生時

洪水後洪水中

【遊水地あり】

「玉川村農地バンク制度」を
ご利用ください！

■遊水地群整備予定地を視察して■

■阿武隈川上流遊水地群について■

農地の出し手と受け手をマッチング

①登録

④利用希望者
の紹介

②農地情報を

農
地
所
有
者

農
地
利
用
希
望
者

HP上で公開

③農地利用の
申出

⑤利用権設定等
(条件等について
当事者同士で交渉)

玉川村
農地バンク
(農業委員会)

農地の情報

　玉川村農業委員会では、耕作や管理ができなくなった
農地の所有者と農地を探している方とをつなぐ「玉川村農
地バンク制度」を設置しており、農地所有者から登録のあっ
た農地情報をホームページ等で公開し、農地の出し手（所
有者）と受け手 ( 利用希望者 ) のマッチングが円滑に進む
ようサポートしています。遊水地の整備によって農地が減
少する中、代替地を希望する方もいることから、農地バン
クの積極的な活用をお願いします。

村農業委員会 ☎57－4627　村遊水地対策室  ☎57－6130

遊水地整備のため付け替
えられる村道松ヶ作・神ノ
前線の予定断面（竜崎地
内）。付け替え後、道路は県
道となり、現在の地盤から
約６ｍの高さとなる（歩道
を含めた幅員は 10.5ｍを
計画）。

下流域からの視察
現在、遊水地群の整備予定地には、下流域の市町村議会等が視察に訪れています。視察者からは、住居の移転や土地の提供

など、事業における地域の協力に対し感謝の言葉を頂いており、各自治体の広報誌等においても取り上げられています。

現地を訪れ、事業用地となる広大な農地等を確認する視察者

遊水地整備予定地に広がる田園風景

遊水地群整備事業について伝える下流域市町村の広報誌

現
地
を
視
察
し
、
規
模
の
大

き
さ
に
驚
く
と
と
も
に
、
多
数

の
住
居
等
の
移
転
が
必
要
に
な

る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。

国
の
計
画
で
は
、
遊
水
地
群

の
整
備
効
果
は
県
境
ま
で
及
ぶ

と
さ
れ
、
下
流
域
で
は
立
地
地

域
の
皆
様
の
ご
協
力
に
よ
り
、

広
く
防
災
・
減
災
の
効
果
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
下
流

域
の
住
民
の
一
人
と
し
て
、
事

業
に
協
力
さ
れ
る
方
々
に
感
謝

い
た
し
ま
す
。

今
後
、
さ
ま
ざ
ま
な
方
法
を

通
じ
て
、
立
地
地
域
の
状
況
や

思
い
を
町
民
に
発
信
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

遊水地内の利活用に向けて
～阿武隈川上流遊水地群地内利活用検討会～

　遊水地完成後、広大な遊水地内を活用していけるよう、国・
県・３町村及び有識者等を委員とする検討会が組織され、

地域や民間企業等へ
行った地内利活用に
関するアンケート内
容なども参考に、現
在、利活用方法に係
る検討が進められて
います。

国見町議会
佐藤定男議長

令
和
元
年
東
日
本
台
風
で
は
阿
武
隈

川
流
域
に
お
い
て
、
既
往
最
大
の
洪
水

に
よ
り
堤
防
が
決
壊
す
る
な
ど
各
地
で

甚
大
な
被
害
が
発
生
し
た
こ
と
か
ら
、

国
、
県
、
沿
川
市
町
村
に
よ
り｢

阿
武
隈

川
緊
急
治
水
対
策
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト｣

を
策

定
し
、
ハ
ー
ド
整
備
・
ソ
フ
ト
対
策
が

一
体
と
な
っ
た
流
域
全
体
で
総
合
的
な

治
水
対
策
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
令
和
10
年
度

完
成
を
目
指
し
、
堤
防
か
さ
上
げ
、
河

道
掘
削
、
橋
梁
架
替
、
遊
水
地
整
備
を

行
う
こ
と
と
し
て
お
り
、
令
和
５
年
度

ま
で
に
堤
防
か
さ
上
げ
は
完
了
、
河
道

掘
削
は
約
８
割
が
完
了
し
て
い
ま
す
。

引
き
続
き
、
河
道
掘
削
、
橋
梁
架
替
、
遊
水
地

整
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

と
り
わ
け
上
流
遊
水
地
群
に
つ
い
て
は
、
地

権
者
の
皆
様
の
ご
協
力
の
も
と
、
現
在
、
宅
地

及
び
農
地
等
の
買
収
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。
ま
た
、
整
備
後
の
遊
水
地
内
に
お
い
て
、

地
域
振
興
に
資
す
る
持
続
可
能
な
活
用
策
に
つ

い
て
、
地
域
の
関
係
者
の
み
な
さ
ま
と
連
携
し

て
検
討
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

今
後
も
、
遊
水
地
整
備
を
は
じ
め
と
し
た
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
ご
理
解
ご
協
力
を
賜
り
ま
す

よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

緊急治水対策
プロジェクト

国土交通省  東北地方整備局
福島河川国道事務所
佐々木宏明事業対策官
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面積 約350ha( 第1: 約130ha 第2: 約120ha 第3: 約100ha)

洪水調整
容量

約1,500 ～ 2,000万㎥
（東京ドーム 12 ～ 16杯分）

整備方式 全面買収方式（底地を全て買収し、現地盤を掘り下げて貯留
容量を確保）

整備効果
令和元年東日本台風と同規模の洪水が発生した場合、阿久津水
位観測所 ( 郡山市阿久津町 ) 付近で、約1.0m 水位が低下 ( 河
道掘削による効果 約0.2m ＋遊水地整備による効果 約0.8m)

進捗状況
令和10年度の完成を目指し、現在用地協議中。また、利活
用検討会 ( 国・県・３町村・有識者等 ) において、遊水地内
の利活用方法について検討が進められています。
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周囲堤…遊水地全体を囲い人々の住むところと河川を分
ける堤防。

囲繞堤…周囲堤で囲まれた遊水地内部の河道部と遊水地
を区切る堤防。

越流堤…洪水が一定の水位になった際、水を遊水地内に
流入させるため、囲繞堤を一部低くしたところ。

遊水地に洪水 (①～⑧) が流れ込む
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洪水が収まるまで、遊水地内で水を貯め
込みます。

洪水が収まると排水門を開けて遊水地に
貯まった水を川に流します。

普段は、川の水が入っていません。（村内
の内水が周囲堤樋門から遊水地内に入
り、排水門から河川へ流れる形）

※A-A’の水位

洪水時には越流堤より遊水地内へ水が流
れ込み、下流に流れる水の量を減らしま
す（排水門を閉鎖）。

阿武隈川上流遊水地群（第2遊水地）概略図

遊水地の効果

堤防の種類 遊水地のはたらき

【遊水地なし】

普段

遊水地がない場合、
堤防から水が越水

洪水発生時

洪水後洪水中

【遊水地あり】

「玉川村農地バンク制度」を
ご利用ください！

■遊水地群整備予定地を視察して■

■阿武隈川上流遊水地群について■

農地の出し手と受け手をマッチング

①登録

④利用希望者
の紹介

②農地情報を

農
地
所
有
者

農
地
利
用
希
望
者

HP上で公開

③農地利用の
申出

⑤利用権設定等
(条件等について
当事者同士で交渉)

玉川村
農地バンク
(農業委員会)

農地の情報

　玉川村農業委員会では、耕作や管理ができなくなった
農地の所有者と農地を探している方とをつなぐ「玉川村農
地バンク制度」を設置しており、農地所有者から登録のあっ
た農地情報をホームページ等で公開し、農地の出し手（所
有者）と受け手 ( 利用希望者 ) のマッチングが円滑に進む
ようサポートしています。遊水地の整備によって農地が減
少する中、代替地を希望する方もいることから、農地バン
クの積極的な活用をお願いします。

村農業委員会 ☎57－4627　村遊水地対策室  ☎57－6130

遊水地整備のため付け替
えられる村道松ヶ作・神ノ
前線の予定断面（竜崎地
内）。付け替え後、道路は県
道となり、現在の地盤から
約６ｍの高さとなる（歩道
を含めた幅員は 10.5ｍを
計画）。

下流域からの視察
現在、遊水地群の整備予定地には、下流域の市町村議会等が視察に訪れています。視察者からは、住居の移転や土地の提供

など、事業における地域の協力に対し感謝の言葉を頂いており、各自治体の広報誌等においても取り上げられています。

現地を訪れ、事業用地となる広大な農地等を確認する視察者

遊水地整備予定地に広がる田園風景

遊水地群整備事業について伝える下流域市町村の広報誌

現
地
を
視
察
し
、
規
模
の
大

き
さ
に
驚
く
と
と
も
に
、
多
数

の
住
居
等
の
移
転
が
必
要
に
な

る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。

国
の
計
画
で
は
、
遊
水
地
群

の
整
備
効
果
は
県
境
ま
で
及
ぶ

と
さ
れ
、
下
流
域
で
は
立
地
地

域
の
皆
様
の
ご
協
力
に
よ
り
、

広
く
防
災
・
減
災
の
効
果
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
下
流

域
の
住
民
の
一
人
と
し
て
、
事

業
に
協
力
さ
れ
る
方
々
に
感
謝

い
た
し
ま
す
。

今
後
、
さ
ま
ざ
ま
な
方
法
を

通
じ
て
、
立
地
地
域
の
状
況
や

思
い
を
町
民
に
発
信
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

遊水地内の利活用に向けて
～阿武隈川上流遊水地群地内利活用検討会～

　遊水地完成後、広大な遊水地内を活用していけるよう、国・
県・３町村及び有識者等を委員とする検討会が組織され、

地域や民間企業等へ
行った地内利活用に
関するアンケート内
容なども参考に、現
在、利活用方法に係
る検討が進められて
います。

国見町議会
佐藤定男議長

令
和
元
年
東
日
本
台
風
で
は
阿
武
隈

川
流
域
に
お
い
て
、
既
往
最
大
の
洪
水

に
よ
り
堤
防
が
決
壊
す
る
な
ど
各
地
で

甚
大
な
被
害
が
発
生
し
た
こ
と
か
ら
、

国
、
県
、
沿
川
市
町
村
に
よ
り｢

阿
武
隈

川
緊
急
治
水
対
策
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト｣

を
策

定
し
、
ハ
ー
ド
整
備
・
ソ
フ
ト
対
策
が

一
体
と
な
っ
た
流
域
全
体
で
総
合
的
な

治
水
対
策
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
令
和
10
年
度

完
成
を
目
指
し
、
堤
防
か
さ
上
げ
、
河

道
掘
削
、
橋
梁
架
替
、
遊
水
地
整
備
を

行
う
こ
と
と
し
て
お
り
、
令
和
５
年
度

ま
で
に
堤
防
か
さ
上
げ
は
完
了
、
河
道

掘
削
は
約
８
割
が
完
了
し
て
い
ま
す
。

引
き
続
き
、
河
道
掘
削
、
橋
梁
架
替
、
遊
水
地

整
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

と
り
わ
け
上
流
遊
水
地
群
に
つ
い
て
は
、
地

権
者
の
皆
様
の
ご
協
力
の
も
と
、
現
在
、
宅
地

及
び
農
地
等
の
買
収
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。
ま
た
、
整
備
後
の
遊
水
地
内
に
お
い
て
、

地
域
振
興
に
資
す
る
持
続
可
能
な
活
用
策
に
つ

い
て
、
地
域
の
関
係
者
の
み
な
さ
ま
と
連
携
し

て
検
討
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

今
後
も
、
遊
水
地
整
備
を
は
じ
め
と
し
た
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
ご
理
解
ご
協
力
を
賜
り
ま
す

よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

緊急治水対策
プロジェクト

国土交通省  東北地方整備局
福島河川国道事務所
佐々木宏明事業対策官
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令和5年度

村の決算概要をお知らせします

歳 入

自 主
財

源
国

県

依
存

財
源

使用料・手数料 
4,920万2千円（0.9%）

繰入金
3億8,068万7千円

（7.1%）

繰入金
3億8,068万7千円

（7.1%）

村税
7億4,458万9千円

（13.9%）

地方交付税
18億1,370万6千円

（33.9%）

県支出金
3億4,084万6千円

（6.4%）

繰越金
5億1,309万2千円

（9.6%）

繰越金
5億1,309万2千円

（9.6%）

村債
4億5,954万円（8.6%）
村債
4億5,954万円（8.6%）

各種交付金 
1億9,235万4千円

（3.7%）地方特例交付金
840万8千円（0.2%）

地方譲与税
5,456万9千円

（1.0%）

その他
1億1,046万3千円

（2.0%）
66.5％

33.5％

歳入 53億4,891万8千円

歳 出

上水道事業会計

農業集落排水事業会計

歳 入 総 額

286,430

553,823

207,534

640,287

歳 出 総 額

243,087

890,251

165,302

517,406

収益的収支

資本的収支

収益的収支

資本的収支

830,655円歳 出 830,655円
（性質別） （目的別） 歳 入 892,379円

●公営企業会計

特別会計、企業会計決算額

国民健康保険特別会計

介護保険特別会計

後期高齢者医療特別会計

宅地造成事業会計

歳 入 総 額

698,930

782,348

67,043

390

歳 出 総 額

641,611

716,713

66,609

390

単位：千円

●特別会計

その他  18,429円

県支出金 56,865円

村債 76,667円

繰入金 63,511円

繰越金 85,601円

衛生費 78,166円

公債費 67,130円

貸付金 1,001円

扶助費 77,206円

農林水産業費 87,371円

労働費 17円

商工費 
　22,874円

消防費 
　32,994円

公債費 67,130円
災害復旧費
     5,249円

国庫支出金 113,691円

使用料・手数料
 8,209円

地方交付税 302,587円

総務費 186,019円
人件費 117,296円

普通建設事業費 154,315円

物件費 126,628円

補助費等 184,946円

繰出金 46,989円

民生費 178,638円

諸支出金 2,832円

土木費 89,538円

教育費 68,100円

各種交付金 
　　 32,090円

地方特例交付金
　　　1,403円

地方譲与税 
　　 9,104円

村税 124,222円議会費 
11,727円

災害復旧事業費
5,249円

維持補修費 
17,070円

投資及び出資金 
　　　 384円

　歳入では、村が自主的に収入
できる村税や使用料・手数料な
どの「自主財源」が17億 9,803
万3千円で全体の33.5%、地方
交付税や国県支出金などの「依
存財源」が35億 5,088万5千
円で全体の66.5%となりました。
「自主財源」のうち、村税につ
いては、個人村民税及び固定資
産税の増等により0.8%の増、繰
入金については、基金取崩しの
増等により60.6%の増となりま
した。
「依存財源」のうち、地方交付
税については、特別交付税の減
により4.9％の減、国庫支出金に
ついては、社会資本整備総合交
付金の減等により7.5%の減、村
債については、緊急・防災減災
事業債の増等により18.4%の増
となりました。

令和5年度 村民１人当たりの歳入と歳出の費用額 村の現住人口／5,994人（令和6年3月31日現在）

積立金 32,441円

※資本的収支における歳入不足額は、会計内に積み立てていた
資金（損益勘定留保資金）などで補てんしました。

国庫支出金
6億8,146万2千円

（12.7%）

議会費7,029万1千円
（1.4%）

繰出金
2億8,165万5千円（5.7%）
繰出金
2億8,165万5千円（5.7%）

維持補修費 
1億231万9千円

（2.1%）

維持補修費 
1億231万9千円

（2.1%）

労働費 10万3千円（0.0%）

商工費
1億3,710万9千円（2.8%）

災害復旧費
3,146万3千円

（0.6%）

義 務
的

経
費

そ
の

の
他

経
費

49.3％

31.5％

19.2％

歳出(目的別) 49億7,894万8千円

歳 出
（目的別）

諸支出金
1,697万3千円（0.3%）
諸支出金
1,697万3千円（0.3%）

公債費
4億237万8千円

（8.1%）

公債費
4億237万8千円

（8.1%）

消防費
1億9,776万4千円

（4.0%）

総務費
11億1,499万8千円

（22.4%）

民生費
10億7,075万6千円

（21.5%）

7千
衛生費
4億6,852万7千円

（9.4%）

3千
農林水産業費
5億2,370万3千円

（10.5%）

土木費 
5億3,669万3千円

（10.8%）

土木費 
5億3,669万3千円

（10.8%）

教育費
4億819万円

（8.2%）

歳出(性質別) 49億7,894万8千円

義 務
的

経経
費

そ

の
経

費費
494 3％3

3333331

192％

貸付金
600万円（0.1%）
貸付金
600万円（0.1%）
投資及び出資金
229万9千円（0.0%）

補助費等
11億856万6千円

（22.3%）

扶助費
4億6,277万4千円

（9.3%）

公債費
4億237万8千円

（8.1%）

千
物件費
7億5,900万円7千円

（15.2%） 災害復旧事業費
3,146万3千円

（0.6%）

災害復旧事業費
3,146万3千円

（0.6%）

積立金
1億9,444万9千円

（3.9%）

人件費
7億307万2千円

（14.1%）

　行政目的別に分類した歳出
の状況については、複合型水辺
施設改修業務の増等により総
務費が 33.8% の増、ふれあい
センター改修事業の増等により
民生費が 12.8％の増、石川地
方生活環境施設組合分賦金の
増等により衛生費が 9.1％の
増、河川緊急浚渫工事の増等に
より土木費が11.6％の増、各種
基金への積立金の増等により
諸支出金が 42.9％の増などと
なっています。
　一方、ため池緊急浚渫工事の
減等により農林水産業費が
13.3% の減、商店活性化・住
民生活応援事業の減等により
商工費が 10.8％の減、などと
なっています。

　性質別に分類した歳出の状況に
ついては、支出が法令などで義務
付けられている「義務的経費」（人
件費、扶助費等）が 15 億 6,822
万 4千円で全体の31.5%、道路や
学校など社会資本の整備に要する
経費でその効果が長期間にわたっ
て持続する「投資的経費」（普通建
設事業費等）が 9 億 5,642 万 9
千円で全体の 19.2%、「その他の
経費」（物件費、補助費等）が 24億
5,429 万 5 千円で全体の 49.3%
となっています。
　前年度との比較では、「義務的経
費」が職員給等の増による人件費
の増により4.7% の増、「投資的経
費」が複合型水辺施設改修業務等
の増による普通建設事業費の増に
より76.1% の増、「その他の経費」
がため池緊急浚渫工事等の減によ
る維持補修費の減により 0.5％の
減などとなっています。

歳 出
（性質別）

投資的経費

　令和５年度の玉川村一般会計、特別会計、公営企業会計の決算概要をお知らせします。各決算については、９月議会定例会に
おいて審議され認定されました。
　一般会計の決算額は、歳入が53億4,891万8千円、歳出が49 億 7,894万8千円となり、歳入歳出差引額は3億 6,997
万円となりました。前年度に比べ、歳入で3億 2,703万3千円（6.5%）の増、歳出で4億7,015万6千円（10.4%）の増となり
ました。なお、翌年度へ繰り越すべき財源3,583万9千円を差し引いた実質収支額は3億 3,413万1千円となりました。

千
普通建設事業費
9億2,496万6千円

（18.6%）
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令和5年度

村の決算概要をお知らせします

歳 入

自 主
財

源
国

県

依
存

財
源

使用料・手数料 
4,920万2千円（0.9%）

繰入金
3億8,068万7千円

（7.1%）

繰入金
3億8,068万7千円

（7.1%）

村税
7億4,458万9千円

（13.9%）

地方交付税
18億1,370万6千円

（33.9%）

県支出金
3億4,084万6千円

（6.4%）

繰越金
5億1,309万2千円

（9.6%）

繰越金
5億1,309万2千円

（9.6%）

村債
4億5,954万円（8.6%）
村債
4億5,954万円（8.6%）

各種交付金 
1億9,235万4千円

（3.7%）地方特例交付金
840万8千円（0.2%）

地方譲与税
5,456万9千円

（1.0%）

その他
1億1,046万3千円

（2.0%）
66.5％

33.5％

歳入 53億4,891万8千円

歳 出

上水道事業会計

農業集落排水事業会計

歳 入 総 額

286,430

553,823

207,534

640,287

歳 出 総 額

243,087

890,251

165,302

517,406

収益的収支

資本的収支

収益的収支

資本的収支

830,655円歳 出 830,655円
（性質別） （目的別） 歳 入 892,379円

●公営企業会計

特別会計、企業会計決算額

国民健康保険特別会計

介護保険特別会計

後期高齢者医療特別会計

宅地造成事業会計

歳 入 総 額

698,930

782,348

67,043

390

歳 出 総 額

641,611

716,713

66,609

390

単位：千円

●特別会計

その他  18,429円

県支出金 56,865円

村債 76,667円

繰入金 63,511円

繰越金 85,601円

衛生費 78,166円

公債費 67,130円

貸付金 1,001円

扶助費 77,206円

農林水産業費 87,371円

労働費 17円

商工費 
　22,874円

消防費 
　32,994円

公債費 67,130円
災害復旧費
     5,249円

国庫支出金 113,691円

使用料・手数料
 8,209円

地方交付税 302,587円

総務費 186,019円
人件費 117,296円

普通建設事業費 154,315円

物件費 126,628円

補助費等 184,946円

繰出金 46,989円

民生費 178,638円

諸支出金 2,832円

土木費 89,538円

教育費 68,100円

各種交付金 
　　 32,090円

地方特例交付金
　　　1,403円

地方譲与税 
　　 9,104円

村税 124,222円議会費 
11,727円

災害復旧事業費
5,249円

維持補修費 
17,070円

投資及び出資金 
　　　 384円

　歳入では、村が自主的に収入
できる村税や使用料・手数料な
どの「自主財源」が17億 9,803
万3千円で全体の33.5%、地方
交付税や国県支出金などの「依
存財源」が35億 5,088万5千
円で全体の66.5%となりました。
「自主財源」のうち、村税につ
いては、個人村民税及び固定資
産税の増等により0.8%の増、繰
入金については、基金取崩しの
増等により60.6%の増となりま
した。
「依存財源」のうち、地方交付
税については、特別交付税の減
により4.9％の減、国庫支出金に
ついては、社会資本整備総合交
付金の減等により7.5%の減、村
債については、緊急・防災減災
事業債の増等により18.4%の増
となりました。

令和5年度 村民１人当たりの歳入と歳出の費用額 村の現住人口／5,994人（令和6年3月31日現在）

積立金 32,441円

※資本的収支における歳入不足額は、会計内に積み立てていた
資金（損益勘定留保資金）などで補てんしました。

国庫支出金
6億8,146万2千円

（12.7%）

議会費7,029万1千円
（1.4%）

繰出金
2億8,165万5千円（5.7%）
繰出金
2億8,165万5千円（5.7%）

維持補修費 
1億231万9千円

（2.1%）

維持補修費 
1億231万9千円

（2.1%）

労働費 10万3千円（0.0%）

商工費
1億3,710万9千円（2.8%）

災害復旧費
3,146万3千円

（0.6%）

義 務
的

経
費

そ
の

の
他

経
費

49.3％

31.5％

19.2％

歳出(目的別) 49億7,894万8千円

歳 出
（目的別）

諸支出金
1,697万3千円（0.3%）
諸支出金
1,697万3千円（0.3%）

公債費
4億237万8千円

（8.1%）

公債費
4億237万8千円

（8.1%）

消防費
1億9,776万4千円

（4.0%）

総務費
11億1,499万8千円

（22.4%）

民生費
10億7,075万6千円

（21.5%）

7千
衛生費
4億6,852万7千円

（9.4%）

3千
農林水産業費
5億2,370万3千円

（10.5%）

土木費 
5億3,669万3千円

（10.8%）

土木費 
5億3,669万3千円

（10.8%）

教育費
4億819万円

（8.2%）

歳出(性質別) 49億7,894万8千円

義 務
的

経経
費

そ

の
経

費費
494 3％3

3333331

192％

貸付金
600万円（0.1%）
貸付金
600万円（0.1%）
投資及び出資金
229万9千円（0.0%）

補助費等
11億856万6千円

（22.3%）

扶助費
4億6,277万4千円

（9.3%）

公債費
4億237万8千円

（8.1%）

千
物件費
7億5,900万円7千円

（15.2%） 災害復旧事業費
3,146万3千円

（0.6%）

災害復旧事業費
3,146万3千円

（0.6%）

積立金
1億9,444万9千円

（3.9%）

人件費
7億307万2千円

（14.1%）

　行政目的別に分類した歳出
の状況については、複合型水辺
施設改修業務の増等により総
務費が 33.8% の増、ふれあい
センター改修事業の増等により
民生費が 12.8％の増、石川地
方生活環境施設組合分賦金の
増等により衛生費が 9.1％の
増、河川緊急浚渫工事の増等に
より土木費が11.6％の増、各種
基金への積立金の増等により
諸支出金が 42.9％の増などと
なっています。
　一方、ため池緊急浚渫工事の
減等により農林水産業費が
13.3% の減、商店活性化・住
民生活応援事業の減等により
商工費が 10.8％の減、などと
なっています。

　性質別に分類した歳出の状況に
ついては、支出が法令などで義務
付けられている「義務的経費」（人
件費、扶助費等）が 15 億 6,822
万 4千円で全体の31.5%、道路や
学校など社会資本の整備に要する
経費でその効果が長期間にわたっ
て持続する「投資的経費」（普通建
設事業費等）が 9 億 5,642 万 9
千円で全体の 19.2%、「その他の
経費」（物件費、補助費等）が 24億
5,429 万 5 千円で全体の 49.3%
となっています。
　前年度との比較では、「義務的経
費」が職員給等の増による人件費
の増により4.7% の増、「投資的経
費」が複合型水辺施設改修業務等
の増による普通建設事業費の増に
より76.1% の増、「その他の経費」
がため池緊急浚渫工事等の減によ
る維持補修費の減により 0.5％の
減などとなっています。

歳 出
（性質別）

投資的経費

　令和５年度の玉川村一般会計、特別会計、公営企業会計の決算概要をお知らせします。各決算については、９月議会定例会に
おいて審議され認定されました。
　一般会計の決算額は、歳入が53億4,891万8千円、歳出が49 億 7,894万8千円となり、歳入歳出差引額は3億 6,997
万円となりました。前年度に比べ、歳入で3億 2,703万3千円（6.5%）の増、歳出で4億7,015万6千円（10.4%）の増となり
ました。なお、翌年度へ繰り越すべき財源3,583万9千円を差し引いた実質収支額は3億 3,413万1千円となりました。

千
普通建設事業費
9億2,496万6千円

（18.6%）
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地方債の状況

健全化判断比率と資金不足比率の状況令和5年度決算に基づく

0億円

5億円
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35億円

45億円
（単位：千円）

5億円

4億円

3億円

　地方公共団体の財政の健全化に関する法律(財政健全化法)により、地方公共団体は、毎年度、実質的な赤字や実質的な将来負担
などを表す指標(健全化判断比率)と、公営企業ごとの資金不足額を表す指標(資金不足比率)を監査委員の審査を受け、議会に報告
し、公表しています。
　令和５年度決算に基づく本村の健全化判断比率、資金不足比率は早期健全化基準を下回りました。なお、実質公債費比率（３ヶ
年平均）は、地方債元利償還金の増等の要因により、前年度と比較して0.8ポイント増加しました。また、将来負担比率は、公営
企業会計における新規事業の実施によって地方債残高が増加したことにより、前年度と比較して41.1ポイント増加しております。

＜地方債の状況について＞
　過去に借り入れた地方債の元利償還金である公債費の決算額は4億
237万8千円で、前年度と比較して2,961万5千円増加しました。
　また、地方債現在高は、防災力強化のための事業実施にあたり、緊
急防災・減災事業債や緊急自然災害防止対策事業債等を発行したこと
などから、前年度より6,764万7千円増加して34億5,594万9千円
となりました。
　なお、地方債現在高の内訳は、臨時財政対策債が13億2,105万2
千円で1億4,821万1千円の減、臨時財政対策債以外の地方債が21
億3,489万7千円で2億1,585万8千円の増となっております。

※臨時財政対策債とは？
　平成13年度に創設された地方債で、地方の財源
不足を補てんするために、本来国から地方交付税と
して交付されるべき額の一部を振り替えて発行する
特例地方債のことです。
　それぞれの地方公共団体が借り入れを行い、毎年
度の元利償還金は、全額が後年度の地方交付税に算
入されます。

※標準財政規模・・・その地方公共団体の標準的な状態で通常収入が見込まれる一般財源の規模を示す指標。地方公共団体が通常水準の行政サー
ビスを提供する上で必要な一般財源の目安となる数値で、財政分析や財政運営の指標算出のためなどに利用されます。

実 質 赤 字 比 率

連結実質赤字比率

実質公債費比率
　(3ヶ年平均）

将 来 負 担 比 率

資 金 不 足 比 率

一般会計等を対象とした実質赤字額の標準財政規模
に対する割合

公営企業会計を含むすべての会計を連結した実質赤
字額の標準財政規模に対する割合

一般会計等が負担する元利償還金及び準元利償還金
の標準財政規模に対する割合

一般会計等が将来負担すべき実質的な負債額の標
準財政規模に対する割合

各公営企業における資金不足額の事業規模（事業収
入）に対する割合

15.0%

20.0%

25.0%

350.0%

20.0%

－

－

11.5%

82.5%

－

－

－

10.7%

41.4%

－

－

－

0.8

41.1

－

※実質赤字比率、連結実質赤字比率、資金不足比率の値が「-」となっているのは、本村の各会計が黒字であり、赤字がないため算定されません。

内　　　容 早期健全化基準 令和4年度 前年対比令和5年度指標名

H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R１ R2 R4 R5R3

臨時財政対策債現在高臨時財政対策債以外の地方債現在高 公債費地方債現在高 公債費

1,780,261
1,845,974 1,892,331 1,917,620 1,897,545

1,321,052

1,864,868 1,818,900 1,753,167 1,681,921 1,602,324 1,469,263

476,556

408,793

374,951 376,699 373,805
365,965

373,559 372,763

2,328,948
2,077,048

1,859,742 1,768,501
1,677,834

1,549,616 2,134,879

1,398,097
1,357,089

1,602,906
1,760,573 1,919,039

407,243

463,043

429,125

402,378

基金の状況

○財政調整積立金………突発的な災害や緊急を要する経費等に備えるために設置されている基金です。
　　　　　　　　　　　また、財源に余裕のある年度には積立てを行い、財源に不足が生じる年度には取り崩して        

　　 活用するという、年度間の財源の不均衡を調整する役割を果たします。

○減債基金………………村債の償還を計画的に行うための資金を積み立てる目的で設置されている基金です。

○その他特定目的基金…特定の目的のために資金を積み立てるために設置されている基金です。

○定額運用基金…………特定の目的のために定額の資金を運用するために設置されている基金です。

区　　　　分 令和４年度末現在高 令和 5年度追加額 令和 5年度取崩額 令和 5年度末現在高

財政調整積立金 955,915,654 167,531,000 221,428,000 902,018,654

減債基金 3,012,493 1,000 0 3,013,493

その他特定目的基金 870,835,451 26,918,394 146,800,000 750,953,845

小　　　　計 1,829,763,598 194,450,394 368,228,000 1,655,985,992

定額運用基金 150,893,166 11,036,239 5,033,000 156,896,405

合　　　　計 1,980,656,764 205,486,633 373,261,000 1,812,882,397

区　　　　分 令和４年度末現在高 令和５年度追加額 令和５年度取崩額 令和５年度末現在高

土地開発基金 101,856,440 3,000 0 101,859,440

優良肉牛飼育事業基金 12,547,416 833,120 833,000 12,547,536

家畜導入事業基金 12,488,677 119 0 12,488,796

奨学資金貸与基金 24,000,633 10,200,000 4,200,000 30,000,633

合　　　　計 150,893,166 11,036,239 5,033,000 156,896,405

区　　　　分 令和4年度末現在高 令和5年度追加額 令和5年度取崩額 令和5年度末現在高

学校等建設基金 46,304,463 1,000 0 46,305,463

ふるさと創生事業基金 292,196 1,000 0 293,196

地域振興基金 55,000 1,000 0 56,000

ふれあい福祉基金 107,656,861 0 0 107,656,861

ふるさと水と土保全基金 6,000,000 0 0 6,000,000

立地企業従業員用施設整備
事業基金 49,735,000 3,395,000 0 53,130,000

ふるさと納税基金 16,029,619 16,948,394 14,400,000 18,578,013

地域活性化基金 242,634,000 8,000 105,000,000 137,642,000

公共施設等整備基金 393,649,000 10,000 23,000,000 370,659,000

森林環境譲与税基金 8,479,312 6,554,000 4,400,000 10,633,312

合　　　　計 870,835,451 26,918,394 146,800,000 750,953,845

その他特定目的基金の内訳 （単位：　円）

（単位：　円）

（単位：　円）その他定額運用基金の内訳

【用語解説】 
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地方債の状況

健全化判断比率と資金不足比率の状況令和5年度決算に基づく
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　地方公共団体の財政の健全化に関する法律(財政健全化法)により、地方公共団体は、毎年度、実質的な赤字や実質的な将来負担
などを表す指標(健全化判断比率)と、公営企業ごとの資金不足額を表す指標(資金不足比率)を監査委員の審査を受け、議会に報告
し、公表しています。
　令和５年度決算に基づく本村の健全化判断比率、資金不足比率は早期健全化基準を下回りました。なお、実質公債費比率（３ヶ
年平均）は、地方債元利償還金の増等の要因により、前年度と比較して0.8ポイント増加しました。また、将来負担比率は、公営
企業会計における新規事業の実施によって地方債残高が増加したことにより、前年度と比較して41.1ポイント増加しております。

＜地方債の状況について＞
　過去に借り入れた地方債の元利償還金である公債費の決算額は4億
237万8千円で、前年度と比較して2,961万5千円増加しました。
　また、地方債現在高は、防災力強化のための事業実施にあたり、緊
急防災・減災事業債や緊急自然災害防止対策事業債等を発行したこと
などから、前年度より6,764万7千円増加して34億5,594万9千円
となりました。
　なお、地方債現在高の内訳は、臨時財政対策債が13億2,105万2
千円で1億4,821万1千円の減、臨時財政対策債以外の地方債が21
億3,489万7千円で2億1,585万8千円の増となっております。

※臨時財政対策債とは？
　平成13年度に創設された地方債で、地方の財源
不足を補てんするために、本来国から地方交付税と
して交付されるべき額の一部を振り替えて発行する
特例地方債のことです。
　それぞれの地方公共団体が借り入れを行い、毎年
度の元利償還金は、全額が後年度の地方交付税に算
入されます。

※標準財政規模・・・その地方公共団体の標準的な状態で通常収入が見込まれる一般財源の規模を示す指標。地方公共団体が通常水準の行政サー
ビスを提供する上で必要な一般財源の目安となる数値で、財政分析や財政運営の指標算出のためなどに利用されます。

実 質 赤 字 比 率

連結実質赤字比率

実質公債費比率
　(3ヶ年平均）

将 来 負 担 比 率

資 金 不 足 比 率

一般会計等を対象とした実質赤字額の標準財政規模
に対する割合

公営企業会計を含むすべての会計を連結した実質赤
字額の標準財政規模に対する割合

一般会計等が負担する元利償還金及び準元利償還金
の標準財政規模に対する割合

一般会計等が将来負担すべき実質的な負債額の標
準財政規模に対する割合

各公営企業における資金不足額の事業規模（事業収
入）に対する割合

15.0%

20.0%

25.0%

350.0%

20.0%

－

－

11.5%

82.5%

－

－

－

10.7%

41.4%

－

－

－

0.8

41.1

－

※実質赤字比率、連結実質赤字比率、資金不足比率の値が「-」となっているのは、本村の各会計が黒字であり、赤字がないため算定されません。

内　　　容 早期健全化基準 令和4年度 前年対比令和5年度指標名

H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R１ R2 R4 R5R3

臨時財政対策債現在高臨時財政対策債以外の地方債現在高 公債費地方債現在高 公債費

1,780,261
1,845,974 1,892,331 1,917,620 1,897,545

1,321,052

1,864,868 1,818,900 1,753,167 1,681,921 1,602,324 1,469,263

476,556

408,793

374,951 376,699 373,805
365,965

373,559 372,763

2,328,948
2,077,048

1,859,742 1,768,501
1,677,834

1,549,616 2,134,879

1,398,097
1,357,089

1,602,906
1,760,573 1,919,039

407,243

463,043

429,125

402,378

基金の状況

○財政調整積立金………突発的な災害や緊急を要する経費等に備えるために設置されている基金です。
　　　　　　　　　　　また、財源に余裕のある年度には積立てを行い、財源に不足が生じる年度には取り崩して        

　　 活用するという、年度間の財源の不均衡を調整する役割を果たします。

○減債基金………………村債の償還を計画的に行うための資金を積み立てる目的で設置されている基金です。

○その他特定目的基金…特定の目的のために資金を積み立てるために設置されている基金です。

○定額運用基金…………特定の目的のために定額の資金を運用するために設置されている基金です。

区　　　　分 令和４年度末現在高 令和 5年度追加額 令和 5年度取崩額 令和 5年度末現在高

財政調整積立金 955,915,654 167,531,000 221,428,000 902,018,654

減債基金 3,012,493 1,000 0 3,013,493

その他特定目的基金 870,835,451 26,918,394 146,800,000 750,953,845

小　　　　計 1,829,763,598 194,450,394 368,228,000 1,655,985,992

定額運用基金 150,893,166 11,036,239 5,033,000 156,896,405

合　　　　計 1,980,656,764 205,486,633 373,261,000 1,812,882,397

区　　　　分 令和４年度末現在高 令和５年度追加額 令和５年度取崩額 令和５年度末現在高

土地開発基金 101,856,440 3,000 0 101,859,440

優良肉牛飼育事業基金 12,547,416 833,120 833,000 12,547,536

家畜導入事業基金 12,488,677 119 0 12,488,796

奨学資金貸与基金 24,000,633 10,200,000 4,200,000 30,000,633

合　　　　計 150,893,166 11,036,239 5,033,000 156,896,405

区　　　　分 令和4年度末現在高 令和5年度追加額 令和5年度取崩額 令和5年度末現在高

学校等建設基金 46,304,463 1,000 0 46,305,463

ふるさと創生事業基金 292,196 1,000 0 293,196

地域振興基金 55,000 1,000 0 56,000

ふれあい福祉基金 107,656,861 0 0 107,656,861

ふるさと水と土保全基金 6,000,000 0 0 6,000,000

立地企業従業員用施設整備
事業基金 49,735,000 3,395,000 0 53,130,000

ふるさと納税基金 16,029,619 16,948,394 14,400,000 18,578,013

地域活性化基金 242,634,000 8,000 105,000,000 137,642,000

公共施設等整備基金 393,649,000 10,000 23,000,000 370,659,000

森林環境譲与税基金 8,479,312 6,554,000 4,400,000 10,633,312

合　　　　計 870,835,451 26,918,394 146,800,000 750,953,845

その他特定目的基金の内訳 （単位：　円）

（単位：　円）

（単位：　円）その他定額運用基金の内訳

【用語解説】 
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住
民
の
声
を
村
政
へ―

村
民
懇
談
会―

６
月
18
日
か
ら
７
月
18
日
ま

で
の
期
間
、
各
行
政
区
に
お
い

て
村
民
懇
談
会
を
開
催
し
ま
し

た
。懇

談
会
で
は
、
村
づ
く
り
の

基
本
的
な
考
え
方
や
第
６
次
玉

川
村
振
興
計
画
で
実
施
を
計
画

し
て
い
る
施
策
と
令
和
６
年
度

に
実
施
す
る
主
な
事
業
、
第
７

次
玉
川
村
振
興
計
画
策
定
の
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
、
部
活
動
の
地
域

移
行
、
村
の
人
口
の
推
移
、
財

政
等
に
つ
い
て
説
明
を
行
な

い
、
住
民
の
方
の
ご
意
見
や
ご

要
望
を
お
聴
き
し
な
が
ら
意
見

交
換
を
行
い
ま
し
た
。

多
く
の
村
民
の
方
の
声
を
お

聴
き
し
な
が
ら
、
行
政
運
営
、

村
づ
く
り
、
地
域
づ
く
り
が
今

後
求
め
ら
れ
て
お
り
、
今
回
い

た
だ
い
た
ご
意
見
は
、
で
き
る

こ
と
か
ら
村
政
に
反
映
し
て
い

き
ま
す
。

６
月
18
日
か
ら
７
月
18
日
ま

で
の
期
間
、
各
行
政
区
に
お
い

て
村
民
懇
談
会
を
開
催
し
ま
し

た
。懇

談
会
で
は
、
村
づ
く
り
の

基
本
的
な
考
え
方
や
第
６
次
玉

川
村
振
興
計
画
で
実
施
を
計
画

し
て
い
る
施
策
と
令
和
６
年
度

に
実
施
す
る
主
な
事
業
、
第
７

次
玉
川
村
振
興
計
画
策
定
の
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
、
部
活
動
の
地
域

移
行
、
村
の
人
口
の
推
移
、
財

政
等
に
つ
い
て
説
明
を
行
な

い
、
住
民
の
方
の
ご
意
見
や
ご

要
望
を
お
聴
き
し
な
が
ら
意
見

交
換
を
行
い
ま
し
た
。

多
く
の
村
民
の
方
の
声
を
お

聴
き
し
な
が
ら
、
行
政
運
営
、

村
づ
く
り
、
地
域
づ
く
り
が
今

後
求
め
ら
れ
て
お
り
、
今
回
い

た
だ
い
た
ご
意
見
は
、
で
き
る

こ
と
か
ら
村
政
に
反
映
し
て
い

き
ま
す
。

村
民
懇
談
会
の
中
か
ら

皆
さ
ま
か
ら
の
ご
意
見
・
ご
要
望
に

対
す
る
村
か
ら
の
回
答

◎
質
問
◆
回
答

７
月
９
日
開
催

７
月
10
日
開
催

■令和６年度の主な事業について
❶乙字ヶ滝かわまちづくり事業　
❷遊水地対策事業　
❸水道未普及地域解消事業
❹「たまかわくらし」プロジェクト事業
❺手ぶらキャッシュレス事業　
❻泉郷駅前開発事業

■玉川村振興計画について
❶5つの基本目標に基づき事業推進　
❷総合戦略（人口減少対策が最重要
課題。移住をテーマに事業推進）

❸第 7 次振興計画策定に向け準備

■一般当初予算のあらまし

■行政区別人口の推移

■人口動態の推移

■部活動の地域移行について
❶基本的な考え方　
❷玉川村の現状と取り組みの
　可能性について
❸少子化を負の理由とすることなく、
　地域の教育全体の活性化のために

村民懇談会において説明・報告した施策について

蒜
生
地
区

◎
小
学
校
統
合
を
す
る
の
か
教
え
て
い
た
だ
き

た
い
。

◆
こ
れ
か
ら
を
見
据
え
た
上
で
検
討
す
る
必
要
が

あ
り
、ま
ず
は“

学
校
の
在
り
方
“に
つ
い
て
検
討

会
を
立
ち
上
げ
、
村
民
の
皆
様
の
ご
意
見
を
聞
き

な
が
ら
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

◎
危
険
家
屋
に
つ
い
て
行
政
で
対
応
し
て
い
た

だ
き
た
い
。

◆
空
き
家
対
策
は
重
要
な
課
題
と
認
識
し
て
お

り
ま
す
。所
有
権
、
財
産
権
の
問
題
が
あ
り
行
政

が
介
入
す
る
こ
と
は
難
し
く
、一
度
に
全
て
は
出

来
ま
せ
ん
が
、
現
時
点
で
危
険
な
状
況
で
あ
れ

ば
、そ
の
部
分
は
除
去
し
安
全
を
確
保
し
て
ま
い

り
ま
す
。

小
高
地
区

◎
ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
分
散
、設
置
を
検
討
し

て
い
た
だ
き
た
い
。

◆
ゴ
ミ
処
理
は
大
き
な
問
題
と
し
て
捉
え
て
お

り
ま
す
。ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
や
利
便
性
に
つ
い

て
は
各
地
区
か
ら
も
ご
意
見
を
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
。各
行
政
区
か
ら
の
要
請
に
よ
り
、
集
積

場
所
の
選
定
、集
積
所
の
数
な
ど
を
施
設
組
合
と

調
整
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。ま
た
、
建
物
や
設

置
費
用
は
行
政
区
で
負
担
と
な
り
ま
す
。ネ
ッ
ト

な
ど
は
役
場
よ
り
現
物
給
付
と
な
り
ま
す
。

◎
遊
水
地
事
業
に
つ
い
て
、買
収
作
業
に
取
り
掛

か
っ
て
お
り
動
き
出
し
て
い
る
が
、利
活
用
は
ど

の
様
に
し
て
い
く
の
か
。

◆
利
活
用
に
つ
い
て
は
当
初
か
ら
課
題
に
掲
げ
て

国
に
も
強
く
伝
え
て
お
り
、
昨
年
度
末
に
は
国
と

県
、３
町
村
長
で
構
成
さ
れ
る
検
討
会
を
設
置
、そ

の
下
部
組
織
に
村
民
の
代
表
も
含
め
た
部
会
を
設

置
し
、
遊
水
地
に
関
し
て
様
々
な
議
論
を
し
て
お

り
ま
す
。ま
た
意
向
調
査
も
６
月
に
送
付
し
て
い

る
の
で
意
見
や
要
望
を
出
し
て
い
た
だ
き
、
こ
れ

ら
を
踏
ま
え
て
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

Ｖ
Ｏ
Ｌ
．２

岩
法
寺
地
区

◎
遊
水
地
問
題
の
情
報
が
入
ら
な
い
の
で
、
進

捗
状
況
等
が
把
握
で
き
な
い
。当
事
者
（
地
権

者
）の
み
な
ら
ず
、
将
来
に
向
け
て
の
大
き
な
問

題
な
の
で
、広
報
紙
等
で
周
知
す
べ
き
。

◆
情
報
発
信
が
少
な
い
の
は
確
か
で
あ
り
ま

す
。福
島
河
川
国
道
事
務
所
で
は
「
阿
武
隈
川

ニ
ュ
ー
ス
」
と
い
う
広
報
紙
を
定
期
的
に
発
行

し
て
お
り
、
地
権
者
を
中
心
に
配
付
し
て
お
り

ま
す
。国
と
調
整
し
、
ど
う
い
う
形
で
の
発
信
方

法
が
あ
る
か
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

◎
玉
川
村
は
働
く
場
が
な
く
、
他
の
自
治
体
と

比
較
す
る
と
法
人
も
少
な
い
た
め
、
村
外
に
流

出
し
て
し
ま
う
。企
業
、
住
む
場
所
が
必
要
。宅

地
造
成
し
た
場
所
を
増
や
す
こ
と
で
移
入
に

も
繋
が
る
の
で
は
な
い
か
。

◆
企
業
誘
致
は
大
事
で
あ
る
こ
と
は
認
識
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、情
報
収
集
、情
報
発
信
に
力
を

入
れ
て
い
ま
す
。県
の
企
業
立
地
課
や
東
京
事

務
所
と
情
報
共
有
を
図
っ
て
お
り
、
玉
川
村
の

土
地
だ
け
で
は
な
く
、
メ
リ
ッ
ト
等
に
つ
い
て

も
情
報
発
信
し
て
お
り
ま
す
。ま
た
、
ふ
る
さ
と

回
帰
支
援
セ
ン
タ
ー
を
活
用
し
、
首
都
圏
の
方

に
積
極
的
に
情
報
提
供
を
し
て
ア
ピ
ー
ル
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。さ
ら
に
は
、
毎
年
、

東
京
で
開
催
さ
れ
る
福
島
県
主
催
の
企
業
立
地

セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
首
都
圏
の
企
業
に
対
し
ア

ピ
ー
ル
を
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、企
業
誘
致
と
同
時
に
、村
内
の
企
業
を
訪

問
し
、
ご
意
見
を
お
聞
き
し
て
お
り
ま
す
。村
内

企
業
で
は
、
人
手
不
足
の
ご
意
見
も
お
聞
き
し

て
お
り
、
そ
の
よ
う
な
ご
意
見
等
に
対
応
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。更
に
は
新
し

い
制
度
を
創
設
し
ま
し
た
の
で
支
援
を
し
て
ま

い
り
ま
す
。

中
地
区

◎
道
路
下
の
配
水
管
が
小
さ
い
た
め
、水
が
呑
み

込
め
ず
、道
路
や
車
道
に
溢
れ
南
側
に
流
れ
て
し

ま
う
の
で
、早
め
の
対
応
を
お
願
い
し
た
い
。

◆
遊
水
地
対
策
事
業
が
展
開
し
て
い
る
の
で
、

内
水
処
理
の
部
分
に
お
い
て
ど
こ
ま
で
対
応
可

能
か
、
新
設
し
た
場
合
に
お
い
て
の
流
末
処
理

等
、し
っ
か
り
と
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

◎
泉
郷
駅
前
開
発
に
お
い
て
、
駐
車
場
を
整
備

し
て
い
た
だ
き
た
い
。ま
た
、
気
軽
に
お
茶
が
出

来
る
よ
う
な
場
所
、空
間
が
必
要
と
思
う
。

◆
泉
郷
駅
前
開
発
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
か
ら
皆

様
に
ま
ち
づ
く
り
検
討
会
に
入
っ
て
い
た
だ

き
、
色
々
な
ご
意
見
を
頂
き
な
が
ら
基
本
構
想

を
今
年
度
中
に
ま
と
め
て
ま
い
り
ま
す
。ま
た
、

駐
車
場
整
備
を
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。水
郡

線
の
利
活
用
や
、
子
ど
も
を
連
れ
な
が
ら
気
軽

に
交
流
で
き
る
ス
ペ
ー
ス
や
カ
フ
ェ
な
ど
、
沢

山
の
意
見
を
検
討
会
で
し
っ
か
り
と
お
伺
い
し

な
が
ら
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

竜
崎
地
区

◎
一
般
住
宅
に
対
す
る
補
償
金
は
あ
る
が
、
集

会
所
に
つ
い
て
も
同
じ
よ
う
な
形
で
補
償
さ
れ

る
の
か
。現
時
点
で
分
か
る
範
囲
で
教
え
て
い

た
だ
き
た
い
。

◆
集
会
所
、
屯
所
等
い
わ
ゆ
る
公
共
財
産
の
補

償
に
つ
い
て
、
現
地
調
査
を
し
て
い
ま
せ
ん
の

で
、
当
時
の
設
計
書
に
沿
っ
て
今
後
詳
細
を
決

め
て
い
く
こ
と
と
な
り
ま
す
。

◎
原
作
田
へ
集
団
移
転
す
る
場
合
、
村
道
幅
が

拡
幅
さ
れ
な
い
と
聞
い
て
い
る
。ま
た
、
右
折

レ
ー
ン
の
新
設
や
信
号
機
の
設
置
な
ど
、
国
に

対
し
請
願
す
る
の
か
村
と
し
て
の
考
え
を
お
聞

き
し
た
い
。

◆
遊
水
地
全
体
の
今
後
に
つ
い
て
は
国
や
鏡
石

町
、
矢
吹
町
と
常
に
意
見
交
換
を
し
て
い
く
考

え
で
あ
り
、そ
の
中
で
、国
に
対
し
て
も
し
っ
か

り
と
要
望
し
て
ま
い
り
ま
す
。村
道
に
つ
い
て

は
課
題
も
あ
る
の
で
、
整
理
し
た
上
で
方
策
を

検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。ま
た
皆
さ
ん
か
ら
頂

い
た
要
望
は
、
定
期
的
に
協
議
を
し
て
お
り
ま

す
の
で
、
そ
の
場
で
国
に
対
し
て
申
し
上
げ
た

り
、ま
た
要
望
書
を
提
出
し
た
り
、３
町
村
で
一

体
と
な
っ
て
進
め
て
い
く
こ
と
を
検
討
し
て
ま

い
り
ま
す
。

７
月
16
日
開
催

７
月
17
日
開
催

７
月
18
日
開
催
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住
民
の
声
を
村
政
へ―

村
民
懇
談
会―

６
月
18
日
か
ら
７
月
18
日
ま

で
の
期
間
、
各
行
政
区
に
お
い

て
村
民
懇
談
会
を
開
催
し
ま
し

た
。懇

談
会
で
は
、
村
づ
く
り
の

基
本
的
な
考
え
方
や
第
６
次
玉

川
村
振
興
計
画
で
実
施
を
計
画

し
て
い
る
施
策
と
令
和
６
年
度

に
実
施
す
る
主
な
事
業
、
第
７

次
玉
川
村
振
興
計
画
策
定
の
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
、
部
活
動
の
地
域

移
行
、
村
の
人
口
の
推
移
、
財

政
等
に
つ
い
て
説
明
を
行
な

い
、
住
民
の
方
の
ご
意
見
や
ご

要
望
を
お
聴
き
し
な
が
ら
意
見

交
換
を
行
い
ま
し
た
。

多
く
の
村
民
の
方
の
声
を
お

聴
き
し
な
が
ら
、
行
政
運
営
、

村
づ
く
り
、
地
域
づ
く
り
が
今

後
求
め
ら
れ
て
お
り
、
今
回
い

た
だ
い
た
ご
意
見
は
、
で
き
る

こ
と
か
ら
村
政
に
反
映
し
て
い

き
ま
す
。

６
月
18
日
か
ら
７
月
18
日
ま

で
の
期
間
、
各
行
政
区
に
お
い

て
村
民
懇
談
会
を
開
催
し
ま
し

た
。懇

談
会
で
は
、
村
づ
く
り
の

基
本
的
な
考
え
方
や
第
６
次
玉

川
村
振
興
計
画
で
実
施
を
計
画

し
て
い
る
施
策
と
令
和
６
年
度

に
実
施
す
る
主
な
事
業
、
第
７

次
玉
川
村
振
興
計
画
策
定
の
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
、
部
活
動
の
地
域

移
行
、
村
の
人
口
の
推
移
、
財

政
等
に
つ
い
て
説
明
を
行
な

い
、
住
民
の
方
の
ご
意
見
や
ご

要
望
を
お
聴
き
し
な
が
ら
意
見

交
換
を
行
い
ま
し
た
。

多
く
の
村
民
の
方
の
声
を
お

聴
き
し
な
が
ら
、
行
政
運
営
、

村
づ
く
り
、
地
域
づ
く
り
が
今

後
求
め
ら
れ
て
お
り
、
今
回
い

た
だ
い
た
ご
意
見
は
、
で
き
る

こ
と
か
ら
村
政
に
反
映
し
て
い

き
ま
す
。

村
民
懇
談
会
の
中
か
ら

皆
さ
ま
か
ら
の
ご
意
見
・
ご
要
望
に

対
す
る
村
か
ら
の
回
答

◎
質
問
◆
回
答

７
月
９
日
開
催

７
月
10
日
開
催

■令和６年度の主な事業について
❶乙字ヶ滝かわまちづくり事業　
❷遊水地対策事業　
❸水道未普及地域解消事業
❹「たまかわくらし」プロジェクト事業
❺手ぶらキャッシュレス事業　
❻泉郷駅前開発事業

■玉川村振興計画について
❶5つの基本目標に基づき事業推進　
❷総合戦略（人口減少対策が最重要
課題。移住をテーマに事業推進）

❸第 7 次振興計画策定に向け準備

■一般当初予算のあらまし

■行政区別人口の推移

■人口動態の推移

■部活動の地域移行について
❶基本的な考え方　
❷玉川村の現状と取り組みの
　可能性について
❸少子化を負の理由とすることなく、
　地域の教育全体の活性化のために

村民懇談会において説明・報告した施策について

蒜
生
地
区

◎
小
学
校
統
合
を
す
る
の
か
教
え
て
い
た
だ
き

た
い
。

◆
こ
れ
か
ら
を
見
据
え
た
上
で
検
討
す
る
必
要
が

あ
り
、ま
ず
は“

学
校
の
在
り
方
“に
つ
い
て
検
討

会
を
立
ち
上
げ
、
村
民
の
皆
様
の
ご
意
見
を
聞
き

な
が
ら
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

◎
危
険
家
屋
に
つ
い
て
行
政
で
対
応
し
て
い
た

だ
き
た
い
。

◆
空
き
家
対
策
は
重
要
な
課
題
と
認
識
し
て
お

り
ま
す
。所
有
権
、
財
産
権
の
問
題
が
あ
り
行
政

が
介
入
す
る
こ
と
は
難
し
く
、一
度
に
全
て
は
出

来
ま
せ
ん
が
、
現
時
点
で
危
険
な
状
況
で
あ
れ

ば
、そ
の
部
分
は
除
去
し
安
全
を
確
保
し
て
ま
い

り
ま
す
。

小
高
地
区

◎
ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
分
散
、設
置
を
検
討
し

て
い
た
だ
き
た
い
。

◆
ゴ
ミ
処
理
は
大
き
な
問
題
と
し
て
捉
え
て
お

り
ま
す
。ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
や
利
便
性
に
つ
い

て
は
各
地
区
か
ら
も
ご
意
見
を
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
。各
行
政
区
か
ら
の
要
請
に
よ
り
、
集
積

場
所
の
選
定
、集
積
所
の
数
な
ど
を
施
設
組
合
と

調
整
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。ま
た
、
建
物
や
設

置
費
用
は
行
政
区
で
負
担
と
な
り
ま
す
。ネ
ッ
ト

な
ど
は
役
場
よ
り
現
物
給
付
と
な
り
ま
す
。

◎
遊
水
地
事
業
に
つ
い
て
、買
収
作
業
に
取
り
掛

か
っ
て
お
り
動
き
出
し
て
い
る
が
、利
活
用
は
ど

の
様
に
し
て
い
く
の
か
。

◆
利
活
用
に
つ
い
て
は
当
初
か
ら
課
題
に
掲
げ
て

国
に
も
強
く
伝
え
て
お
り
、
昨
年
度
末
に
は
国
と

県
、３
町
村
長
で
構
成
さ
れ
る
検
討
会
を
設
置
、そ

の
下
部
組
織
に
村
民
の
代
表
も
含
め
た
部
会
を
設

置
し
、
遊
水
地
に
関
し
て
様
々
な
議
論
を
し
て
お

り
ま
す
。ま
た
意
向
調
査
も
６
月
に
送
付
し
て
い

る
の
で
意
見
や
要
望
を
出
し
て
い
た
だ
き
、
こ
れ

ら
を
踏
ま
え
て
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

Ｖ
Ｏ
Ｌ
．２

岩
法
寺
地
区

◎
遊
水
地
問
題
の
情
報
が
入
ら
な
い
の
で
、
進

捗
状
況
等
が
把
握
で
き
な
い
。当
事
者
（
地
権

者
）の
み
な
ら
ず
、
将
来
に
向
け
て
の
大
き
な
問

題
な
の
で
、広
報
紙
等
で
周
知
す
べ
き
。

◆
情
報
発
信
が
少
な
い
の
は
確
か
で
あ
り
ま

す
。福
島
河
川
国
道
事
務
所
で
は
「
阿
武
隈
川

ニ
ュ
ー
ス
」
と
い
う
広
報
紙
を
定
期
的
に
発
行

し
て
お
り
、
地
権
者
を
中
心
に
配
付
し
て
お
り

ま
す
。国
と
調
整
し
、
ど
う
い
う
形
で
の
発
信
方

法
が
あ
る
か
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

◎
玉
川
村
は
働
く
場
が
な
く
、
他
の
自
治
体
と

比
較
す
る
と
法
人
も
少
な
い
た
め
、
村
外
に
流

出
し
て
し
ま
う
。企
業
、
住
む
場
所
が
必
要
。宅

地
造
成
し
た
場
所
を
増
や
す
こ
と
で
移
入
に

も
繋
が
る
の
で
は
な
い
か
。

◆
企
業
誘
致
は
大
事
で
あ
る
こ
と
は
認
識
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、情
報
収
集
、情
報
発
信
に
力
を

入
れ
て
い
ま
す
。県
の
企
業
立
地
課
や
東
京
事

務
所
と
情
報
共
有
を
図
っ
て
お
り
、
玉
川
村
の

土
地
だ
け
で
は
な
く
、
メ
リ
ッ
ト
等
に
つ
い
て

も
情
報
発
信
し
て
お
り
ま
す
。ま
た
、
ふ
る
さ
と

回
帰
支
援
セ
ン
タ
ー
を
活
用
し
、
首
都
圏
の
方

に
積
極
的
に
情
報
提
供
を
し
て
ア
ピ
ー
ル
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。さ
ら
に
は
、
毎
年
、

東
京
で
開
催
さ
れ
る
福
島
県
主
催
の
企
業
立
地

セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
首
都
圏
の
企
業
に
対
し
ア

ピ
ー
ル
を
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、企
業
誘
致
と
同
時
に
、村
内
の
企
業
を
訪

問
し
、
ご
意
見
を
お
聞
き
し
て
お
り
ま
す
。村
内

企
業
で
は
、
人
手
不
足
の
ご
意
見
も
お
聞
き
し

て
お
り
、
そ
の
よ
う
な
ご
意
見
等
に
対
応
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。更
に
は
新
し

い
制
度
を
創
設
し
ま
し
た
の
で
支
援
を
し
て
ま

い
り
ま
す
。

中
地
区

◎
道
路
下
の
配
水
管
が
小
さ
い
た
め
、水
が
呑
み

込
め
ず
、道
路
や
車
道
に
溢
れ
南
側
に
流
れ
て
し

ま
う
の
で
、早
め
の
対
応
を
お
願
い
し
た
い
。

◆
遊
水
地
対
策
事
業
が
展
開
し
て
い
る
の
で
、

内
水
処
理
の
部
分
に
お
い
て
ど
こ
ま
で
対
応
可

能
か
、
新
設
し
た
場
合
に
お
い
て
の
流
末
処
理

等
、し
っ
か
り
と
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

◎
泉
郷
駅
前
開
発
に
お
い
て
、
駐
車
場
を
整
備

し
て
い
た
だ
き
た
い
。ま
た
、
気
軽
に
お
茶
が
出

来
る
よ
う
な
場
所
、空
間
が
必
要
と
思
う
。

◆
泉
郷
駅
前
開
発
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
か
ら
皆

様
に
ま
ち
づ
く
り
検
討
会
に
入
っ
て
い
た
だ

き
、
色
々
な
ご
意
見
を
頂
き
な
が
ら
基
本
構
想

を
今
年
度
中
に
ま
と
め
て
ま
い
り
ま
す
。ま
た
、

駐
車
場
整
備
を
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。水
郡

線
の
利
活
用
や
、
子
ど
も
を
連
れ
な
が
ら
気
軽

に
交
流
で
き
る
ス
ペ
ー
ス
や
カ
フ
ェ
な
ど
、
沢

山
の
意
見
を
検
討
会
で
し
っ
か
り
と
お
伺
い
し

な
が
ら
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

竜
崎
地
区

◎
一
般
住
宅
に
対
す
る
補
償
金
は
あ
る
が
、
集

会
所
に
つ
い
て
も
同
じ
よ
う
な
形
で
補
償
さ
れ

る
の
か
。現
時
点
で
分
か
る
範
囲
で
教
え
て
い

た
だ
き
た
い
。

◆
集
会
所
、
屯
所
等
い
わ
ゆ
る
公
共
財
産
の
補

償
に
つ
い
て
、
現
地
調
査
を
し
て
い
ま
せ
ん
の

で
、
当
時
の
設
計
書
に
沿
っ
て
今
後
詳
細
を
決

め
て
い
く
こ
と
と
な
り
ま
す
。

◎
原
作
田
へ
集
団
移
転
す
る
場
合
、
村
道
幅
が

拡
幅
さ
れ
な
い
と
聞
い
て
い
る
。ま
た
、
右
折

レ
ー
ン
の
新
設
や
信
号
機
の
設
置
な
ど
、
国
に

対
し
請
願
す
る
の
か
村
と
し
て
の
考
え
を
お
聞

き
し
た
い
。

◆
遊
水
地
全
体
の
今
後
に
つ
い
て
は
国
や
鏡
石

町
、
矢
吹
町
と
常
に
意
見
交
換
を
し
て
い
く
考

え
で
あ
り
、そ
の
中
で
、国
に
対
し
て
も
し
っ
か

り
と
要
望
し
て
ま
い
り
ま
す
。村
道
に
つ
い
て

は
課
題
も
あ
る
の
で
、
整
理
し
た
上
で
方
策
を

検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。ま
た
皆
さ
ん
か
ら
頂

い
た
要
望
は
、
定
期
的
に
協
議
を
し
て
お
り
ま

す
の
で
、
そ
の
場
で
国
に
対
し
て
申
し
上
げ
た

り
、ま
た
要
望
書
を
提
出
し
た
り
、３
町
村
で
一

体
と
な
っ
て
進
め
て
い
く
こ
と
を
検
討
し
て
ま

い
り
ま
す
。

７
月
16
日
開
催

７
月
17
日
開
催

７
月
18
日
開
催
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トピックストピックス

　９月７日、村民グランドで第 27 回玉川ライオンズクラブ
杯少年ソフトボール大会が開催されました。会場では、県
内各地から 32 チームが出場し、4 ブロックでトーナメント
方式により優勝が争われました。
　玉川ソフトボールスポーツ少年団は、保護者や観戦者か
らの熱い応援を受け、チームが一丸となり熱戦を繰り広げ、
クックちゃんブロックで準優勝の成績を収めました。

熱戦のソフトボール大会
第27回玉川ライオンズクラブ杯少年ソフトボール大会

スライディングでベースへ滑り込む選手

襷を受けスタートする選手

玉
川
中
学
校
特
設
駅
伝
部
が
出
場
し
た
第

７
回
県
南
中
学
校
駅
伝
競
走
大
会
が
９
月
４

日
、
た
ま
か
わ
文
化
体
育
館
付
近
の
村
道
を

ス
タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル
と
す
る
周
回
コ
ー
ス
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

男
子
は
24
チ
ー
ム
出
場
し
６
区
間
18.0
㎞
、

女
子
は
23
チ
ー
ム
５
区
間
12.3
㎞
で
健
脚
を
競

い
、
懸
命
に
襷
を
つ
な
い
だ
結
果
、
女
子
は

入
賞
を
果
た
し
ま
し
た
。

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
男
子
】
16
位
【
女
子
】
８
位

想
い
を
の
せ
て

　
　
襷
を
つ
な
ぐ

県
南
中
学
校
駅
伝
競
走
大
会

　９月１日、20 代から 80 代の幅広い年齢層の方々総勢 110 名が参
加し、矢吹ヒルズゴルフクラブ（矢吹町）において「第16回玉川村民
ゴルフ大会」が開催されました。
　この大会は、チャリティーも兼ねており、大会実行委員長の須藤喜
市さん（川辺）が「社会福祉活動に役立てて欲しい」と集まった募金
（総額 33,010 円）を玉川村社会福祉協議会へ寄付されました。
　また、この大会は 10 月４日に開催された第 25 回福島県市町村対
抗ゴルフ大会への出場選考も兼ねており、野崎倉平さん（川辺）、曲山
𠮷𠮷さん（蒜生）、塩澤賢一さん（北須釜）が選ばれました。

ゴルフコンペでチャリティー
玉川村民ゴルフ大会

募金を寄付する須藤さん（左）

間合いを読み一撃を放つ剣士

９
月
１
日
、第
53
回
玉
川
村
剣
道
大
会
及
び
第

６
回
玉
川
村
ス
ポ
ー
ツ
協
会
長
杯（
玉
川
村
剣
友

会
主
催
）
が
た
ま
か
わ
文
化
体
育
館
で
開
催
さ

れ
、小
学
生
の
部
か
ら
中
学
生
の
部
ま
で
約
１
５

０
名
が
出
場
し
、日
頃
の
稽
古
の
成
果
を
競
い
合

い
ま
し
た
。結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

●
小
学
生
低
学
年
の
部

第
２
位

小
針

大
和（
竜
崎
）

●
小
学
生
高
学
年
の
部

第
１
位

小
針

優
凜（
竜
崎
）

第
３
位

小
山
田
晴
心（
川
辺
）

●
中
学
生
女
子
の
部

第
３
位

円
谷

愛
咲（
玉
川
中
・
鏡
石
町
）

　
　
〃
　
　
影
山
梨
衣
咲（
岩
法
寺
）

●
中
学
生
男
子
の
部

第
３
位

溝
井

翔
馬（
小
高
）

気
合
の一撃

玉
川
村
剣
道
大
会
・
玉
川
村
ス
ポ
ー
ツ
協
会
長
杯

た
す
き

トピックストピックス

アトラクションの披露特別記念品を贈呈代表謝辞を述べる國井さん

謝辞を述べる石森さん

春
の
叙
勲
で
旭
日
双
光
章
を
受
章
し
た
前
村

長
の
石
森
春
男
さ
ん
の
受
章
祝
賀
会
が
、
９
月

21
日
に
マ
ー
ヴ
ェ
ラ
ス
末
広
で
約
１
７
０
人
が

出
席
し
開
か
れ
ま
し
た
。

発
起
人
代
表
の
須
釡
村
長
が
挨
拶
し
、
鈴
木

正
晃
県
副
知
事
、
根
本
匠
、
玄
葉
光
一
郎
両
衆

議
院
議
員
ら
多
数
の
来
賓
か
ら
の
祝
辞
の
後
、

石
森
さ
ん
か
ら
「
温
か
な
ご
支
援
が
あ
っ
て
こ

そ
の
受
章
。
今
後
は
、
地
域
社
会
発
展
の
た
め

貢
献
し
て
い
き
た
い
」
と
、
謝
辞
が
あ
り
ま
し

た
。 栄

誉
を
た
た
え
て

石
森
春
男
氏
旭
日
双
光
章
受
章
祝
賀
会

　９月18日、ホテルニューオータニ（東京都）で公益財団法人日
本さくらの会主催による第 59 回さくら祭り中央大会が開催さ
れ、この中で「さくら功労者」の表彰式が行われました。「さくら功
労者」は、さくらの愛護や育成に尽力された方（団体）に対し贈ら
れる賞で、村からは玉川村桜愛好会（飯島三郎会長）と小針竹千代
さんが受賞されました。式では、受賞者を代表して、飯島さんが衆
議院議長から賞状を授与されました。同日、お二人は役場を訪れ
須釡村長に受賞報告をし、飯島さんは「管理は大変だったが、認め
られて嬉しい」と、また小針さんは「全国規模の賞をいただけたこ
とは名誉」と、それぞれ喜びを語ってくれました。

さくら祭り中央大会

受賞報告された小針さん（左）と玉川村桜愛好会の飯島会長（右）

桜の愛護や育成に尽力

　９月14日、75 歳以上の1,031名が招待され、たまかわ文化体育館において玉川村敬老会が開催されました。
　式典では、はじめに須釡村長が式辞を述べたほか、80 歳を迎えられた夫婦 18 組に村長から特別記念品が贈られま
した。
　招待者を代表して國井文雄さん（75 歳・小高）が謝辞を述べました。
　式典終了後には、玉川村老人クラブ連合会主催による金婚夫婦表彰式が行われ、８組の金婚夫婦を代表して川辺の田
子武幸さん・博子さんご夫婦に、草野亀雄連合会長と白岩福島民報社石川支局長から賞状と記念品が贈られました。
　また、村内の文化団体によるアトラクションも行われ、出席者の皆さんは楽しいひとときを過ごしました。
◆75 歳以上の高齢者（令和６年９月９日現在）
　75 歳以上／ 1,031 人（男性 435 人、女性 596 人）　100 歳以上／７人（男性１人、女性６人）

令和６年度玉川村敬老会開催

75歳以上1,031名の長寿を祝う
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トピックストピックス

　９月７日、村民グランドで第 27 回玉川ライオンズクラブ
杯少年ソフトボール大会が開催されました。会場では、県
内各地から 32 チームが出場し、4 ブロックでトーナメント
方式により優勝が争われました。
　玉川ソフトボールスポーツ少年団は、保護者や観戦者か
らの熱い応援を受け、チームが一丸となり熱戦を繰り広げ、
クックちゃんブロックで準優勝の成績を収めました。

熱戦のソフトボール大会
第27回玉川ライオンズクラブ杯少年ソフトボール大会

スライディングでベースへ滑り込む選手

襷を受けスタートする選手

玉
川
中
学
校
特
設
駅
伝
部
が
出
場
し
た
第

７
回
県
南
中
学
校
駅
伝
競
走
大
会
が
９
月
４

日
、
た
ま
か
わ
文
化
体
育
館
付
近
の
村
道
を

ス
タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル
と
す
る
周
回
コ
ー
ス
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

男
子
は
24
チ
ー
ム
出
場
し
６
区
間
18.0
㎞
、

女
子
は
23
チ
ー
ム
５
区
間
12.3
㎞
で
健
脚
を
競

い
、
懸
命
に
襷
を
つ
な
い
だ
結
果
、
女
子
は

入
賞
を
果
た
し
ま
し
た
。

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
男
子
】
16
位
【
女
子
】
８
位

想
い
を
の
せ
て

　
　
襷
を
つ
な
ぐ

県
南
中
学
校
駅
伝
競
走
大
会

　９月１日、20 代から 80 代の幅広い年齢層の方々総勢 110 名が参
加し、矢吹ヒルズゴルフクラブ（矢吹町）において「第16回玉川村民
ゴルフ大会」が開催されました。
　この大会は、チャリティーも兼ねており、大会実行委員長の須藤喜
市さん（川辺）が「社会福祉活動に役立てて欲しい」と集まった募金
（総額 33,010 円）を玉川村社会福祉協議会へ寄付されました。
　また、この大会は 10 月４日に開催された第 25 回福島県市町村対
抗ゴルフ大会への出場選考も兼ねており、野崎倉平さん（川辺）、曲山
𠮷𠮷さん（蒜生）、塩澤賢一さん（北須釜）が選ばれました。

ゴルフコンペでチャリティー
玉川村民ゴルフ大会

募金を寄付する須藤さん（左）

間合いを読み一撃を放つ剣士

９
月
１
日
、第
53
回
玉
川
村
剣
道
大
会
及
び
第

６
回
玉
川
村
ス
ポ
ー
ツ
協
会
長
杯（
玉
川
村
剣
友

会
主
催
）
が
た
ま
か
わ
文
化
体
育
館
で
開
催
さ

れ
、小
学
生
の
部
か
ら
中
学
生
の
部
ま
で
約
１
５

０
名
が
出
場
し
、日
頃
の
稽
古
の
成
果
を
競
い
合

い
ま
し
た
。結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

●
小
学
生
低
学
年
の
部

第
２
位

小
針

大
和（
竜
崎
）

●
小
学
生
高
学
年
の
部

第
１
位

小
針

優
凜（
竜
崎
）

第
３
位

小
山
田
晴
心（
川
辺
）

●
中
学
生
女
子
の
部

第
３
位

円
谷

愛
咲（
玉
川
中
・
鏡
石
町
）

　
　
〃
　
　
影
山
梨
衣
咲（
岩
法
寺
）

●
中
学
生
男
子
の
部

第
３
位

溝
井

翔
馬（
小
高
）

気
合
の一撃

玉
川
村
剣
道
大
会
・
玉
川
村
ス
ポ
ー
ツ
協
会
長
杯

た
す
き

トピックストピックス

アトラクションの披露特別記念品を贈呈代表謝辞を述べる國井さん

謝辞を述べる石森さん

春
の
叙
勲
で
旭
日
双
光
章
を
受
章
し
た
前
村

長
の
石
森
春
男
さ
ん
の
受
章
祝
賀
会
が
、
９
月

21
日
に
マ
ー
ヴ
ェ
ラ
ス
末
広
で
約
１
７
０
人
が

出
席
し
開
か
れ
ま
し
た
。

発
起
人
代
表
の
須
釡
村
長
が
挨
拶
し
、
鈴
木

正
晃
県
副
知
事
、
根
本
匠
、
玄
葉
光
一
郎
両
衆

議
院
議
員
ら
多
数
の
来
賓
か
ら
の
祝
辞
の
後
、

石
森
さ
ん
か
ら
「
温
か
な
ご
支
援
が
あ
っ
て
こ

そ
の
受
章
。
今
後
は
、
地
域
社
会
発
展
の
た
め

貢
献
し
て
い
き
た
い
」
と
、
謝
辞
が
あ
り
ま
し

た
。 栄

誉
を
た
た
え
て

石
森
春
男
氏
旭
日
双
光
章
受
章
祝
賀
会

　９月18日、ホテルニューオータニ（東京都）で公益財団法人日
本さくらの会主催による第 59 回さくら祭り中央大会が開催さ
れ、この中で「さくら功労者」の表彰式が行われました。「さくら功
労者」は、さくらの愛護や育成に尽力された方（団体）に対し贈ら
れる賞で、村からは玉川村桜愛好会（飯島三郎会長）と小針竹千代
さんが受賞されました。式では、受賞者を代表して、飯島さんが衆
議院議長から賞状を授与されました。同日、お二人は役場を訪れ
須釡村長に受賞報告をし、飯島さんは「管理は大変だったが、認め
られて嬉しい」と、また小針さんは「全国規模の賞をいただけたこ
とは名誉」と、それぞれ喜びを語ってくれました。

さくら祭り中央大会

受賞報告された小針さん（左）と玉川村桜愛好会の飯島会長（右）

桜の愛護や育成に尽力

　９月14日、75 歳以上の1,031名が招待され、たまかわ文化体育館において玉川村敬老会が開催されました。
　式典では、はじめに須釡村長が式辞を述べたほか、80 歳を迎えられた夫婦 18 組に村長から特別記念品が贈られま
した。
　招待者を代表して國井文雄さん（75 歳・小高）が謝辞を述べました。
　式典終了後には、玉川村老人クラブ連合会主催による金婚夫婦表彰式が行われ、８組の金婚夫婦を代表して川辺の田
子武幸さん・博子さんご夫婦に、草野亀雄連合会長と白岩福島民報社石川支局長から賞状と記念品が贈られました。
　また、村内の文化団体によるアトラクションも行われ、出席者の皆さんは楽しいひとときを過ごしました。
◆75 歳以上の高齢者（令和６年９月９日現在）
　75 歳以上／ 1,031 人（男性 435 人、女性 596 人）　100 歳以上／７人（男性１人、女性６人）

令和６年度玉川村敬老会開催

75歳以上1,031名の長寿を祝う
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公民館だより 玉川村公民館　☎57-4632　Instagram

地域おこし協力隊だより Facebook

定住・就農に向けて！！
　農業支援隊員の熊谷慎吾です。昨年の４月に入隊
し、畑づくりから始め、この１年半でトマトやきゅう
り、トウモロコシなど 20 品目以上の栽培に挑戦しま
した。
　この夏は、トウモロコシが害獣被害に遭い、収穫量
が当初の３分の１になり農業の厳しさを身をもって
体験しました。一方で「オカノリ」や「オカヒジキ」など
玉川村で栽培している農家さんが少ない品目に挑戦
し、新しい作物を育てる過程での発見や学びを通じて
農業の楽しさを改めて感じることができました。
　また、村内外のイベントで玉川村産の農産品を PR
販売し、その魅力を多くの方々に伝えることができま
した。
　地域おこし協力隊の任期は折り返しを迎えました
が、玉川村での定住・就農を見据えて、今まで以上に
頑張っていきます！

○日　時：
　１日目／令和６年 11 月２日（土）
                           9:00 ～17:00
　２日目／令和６年 11 月３日（日）
                           9:00～15:00
○場　所：たまかわ文化体育館
              すぱーく玉川

玉川村民文化祭開催
○日　時：令和６年 11 月 10 日（日） 9:00～（予定）
○場　所：たまかわ文化体育館アリーナ

玉川村芸能発表会開催

○日　時：令和６年 11月 17 日（日）　7:40 スタート！
○場　所：しらかわカタールスポーツパーク陸上競技場から県庁まで

第36回市町村対抗福島県縦断駅伝競走大会

頑張っている選手たちへ応援よろしくお願いします！

皆さまのご来場をお待ちしております！

観光物産だより 玉川村観光物産協会　☎57-7230　公式HP

すがまプラザだより すがまプラザ交流センター　☎57-2104　公式HP

秋のこわたま市を開催します！
　すがまプラザ交流センターで「こわたま市」を開催いたします。ハンドメイド雑貨やキッチンカー、
玉川村で活躍している地域おこし協力隊のブース出展など盛りだくさんな内容を予定しています。
　さらに、玉川村女性から見たまちづくり研究会では「SDGs 女研こどもリユース購買部」として、
リユースの推進と子育て世帯の支援を目的としたリユース事業を行う予定です。子ども用品を中心
としたフリーマーケットは、昨年のこわたま市でも大好評でした。
　当日は室内でのイベントとなっているため雨天でもお楽しみいただけます。ぜひお越しください！

◆日時：令和６年 11 月 24 日（日）10:00～15:00
◆場所：すがまプラザ交流センター（南須釜字奥平 290）

●玉川村に新たな「お楽しみスポット」がオープン！
　９月28日、乙字ヶ滝に「乙な駅たまかわ」がオープンしました！
こちらの施設は、カヌー体験やお食事、お土産購入などが楽しめる
複合型施設となっており、当協会では村内外のお土産やオリジナ
ルグッズの販売、観光案内を行っておりますので、ぜひ、お気軽に
お越しください！

●川辺八幡神社御朱印授与に関するお知らせ
※「乙な駅たまかわ」オープンに伴い、役場北庁舎にて行っており
ました川辺八幡神社御朱印授与を、乙な駅たまかわに移転いたし
ます。ご希望の方は、観光物産協会職員までお声がけください。

「乙な駅たまかわ」スタート

おでかけたまかわ
マップQR

村
内
の
遊
び
・
お
食
事
・

宿
泊
ス
ポ
ッ
ト
等
を

掲
載
し
て
い
ま
す
！

乙な駅たまかわ内 お土産コーナー
【営業時間】10:00 ～ 19:00
玉川村観光案内所
【営業時間】10:00 ～ 17:00
（竜崎字滝山12-26）

▲川辺八幡神社御朱印 ▲御朱印は職員まで！

▲「乙な駅たまかわ」
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公民館だより 玉川村公民館　☎57-4632　Instagram

地域おこし協力隊だより Facebook

定住・就農に向けて！！
　農業支援隊員の熊谷慎吾です。昨年の４月に入隊
し、畑づくりから始め、この１年半でトマトやきゅう
り、トウモロコシなど 20 品目以上の栽培に挑戦しま
した。
　この夏は、トウモロコシが害獣被害に遭い、収穫量
が当初の３分の１になり農業の厳しさを身をもって
体験しました。一方で「オカノリ」や「オカヒジキ」など
玉川村で栽培している農家さんが少ない品目に挑戦
し、新しい作物を育てる過程での発見や学びを通じて
農業の楽しさを改めて感じることができました。
　また、村内外のイベントで玉川村産の農産品を PR
販売し、その魅力を多くの方々に伝えることができま
した。
　地域おこし協力隊の任期は折り返しを迎えました
が、玉川村での定住・就農を見据えて、今まで以上に
頑張っていきます！

○日　時：
　１日目／令和６年 11 月２日（土）
                           9:00 ～17:00
　２日目／令和６年 11 月３日（日）
                           9:00～15:00
○場　所：たまかわ文化体育館
              すぱーく玉川

玉川村民文化祭開催
○日　時：令和６年 11 月 10 日（日） 9:00～（予定）
○場　所：たまかわ文化体育館アリーナ

玉川村芸能発表会開催

○日　時：令和６年 11月 17 日（日）　7:40 スタート！
○場　所：しらかわカタールスポーツパーク陸上競技場から県庁まで

第36回市町村対抗福島県縦断駅伝競走大会

頑張っている選手たちへ応援よろしくお願いします！

皆さまのご来場をお待ちしております！

観光物産だより 玉川村観光物産協会　☎57-7230　公式HP

すがまプラザだより すがまプラザ交流センター　☎57-2104　公式HP

秋のこわたま市を開催します！
　すがまプラザ交流センターで「こわたま市」を開催いたします。ハンドメイド雑貨やキッチンカー、
玉川村で活躍している地域おこし協力隊のブース出展など盛りだくさんな内容を予定しています。
　さらに、玉川村女性から見たまちづくり研究会では「SDGs 女研こどもリユース購買部」として、
リユースの推進と子育て世帯の支援を目的としたリユース事業を行う予定です。子ども用品を中心
としたフリーマーケットは、昨年のこわたま市でも大好評でした。
　当日は室内でのイベントとなっているため雨天でもお楽しみいただけます。ぜひお越しください！

◆日時：令和６年 11 月 24 日（日）10:00～15:00
◆場所：すがまプラザ交流センター（南須釜字奥平 290）

●玉川村に新たな「お楽しみスポット」がオープン！
　９月28日、乙字ヶ滝に「乙な駅たまかわ」がオープンしました！
こちらの施設は、カヌー体験やお食事、お土産購入などが楽しめる
複合型施設となっており、当協会では村内外のお土産やオリジナ
ルグッズの販売、観光案内を行っておりますので、ぜひ、お気軽に
お越しください！

●川辺八幡神社御朱印授与に関するお知らせ
※「乙な駅たまかわ」オープンに伴い、役場北庁舎にて行っており
ました川辺八幡神社御朱印授与を、乙な駅たまかわに移転いたし
ます。ご希望の方は、観光物産協会職員までお声がけください。

「乙な駅たまかわ」スタート

おでかけたまかわ
マップQR

村
内
の
遊
び
・
お
食
事
・

宿
泊
ス
ポ
ッ
ト
等
を

掲
載
し
て
い
ま
す
！

乙な駅たまかわ内 お土産コーナー
【営業時間】10:00 ～ 19:00
玉川村観光案内所
【営業時間】10:00 ～ 17:00
（竜崎字滝山12-26）

▲川辺八幡神社御朱印 ▲御朱印は職員まで！

▲「乙な駅たまかわ」
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InformationInformat onformatioormatm tiofo
お知らせ

《マークの見方》

10・11月のお知らせや
イベントをご案内します。

　日時　　場所・会場
　内容　　対象
　定員　　申込方法
　費用　　お問い合わせ
　その他

日 場

対

申

問

内

定

￥
他

玉
川
村
で
は
、
令
和
７
・
８
年

度
の
入
札
参
加
資
格
審
査
の
手
続

き
を
行
い
ま
す
。
登
録
を
希
望
さ

れ
る
方
は
、
次
に
よ
り
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

■
受
付
期
間

11
月
１
日（
金
）か
ら
12
月
20
日（
金
）

（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

■
受
付
時
間

午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時

■
提
出
方
法
及
び
提
出
先

郵
送
で
玉
川
村
役
場
総
務
課
財

政
係
宛
に
提
出

※

原
則
郵
送
で
の
提
出
と
し
、

や
む
を
得
ず
持
参
す
る
場
合
は
、

前
日
ま
で
に
電
話
ま
た
は
、Ｆ
Ａ

Ｘ
、
メ
ー
ル
で
連
絡
願
い
ま
す
。

■
適
用
期
間

令
和
７
年
４
月
１
日
か
ら
令
和

９
年
３
月
31
日

総
務
課
財
政
係

☎
０
２
４
７ｰ

５
７ｰ

４
６
２
１

11
月
９
日
（
土
）

午
前
９
時
か
ら
正
午

石
川
消
防
署

庁
舎
前

消
火
器
の
無
料
点
検

使
用
で
き
な
く
な
っ
た
消
火

器
の
有
料
回
収

【
点
検
】無
料
／【
回
収
】１
０
０
０
円

須
賀
川
地
方
広
域
消
防
本
部

予
防
課

☎
０
２
４
８ｰ

７
６ｰ

３
１
１
４

11
月
25
日（
月
）

午
前
10
時
か
ら
午
前
11
時
30
分

午
後
１
時
30
分
か
ら
午
後
３
時

須
賀
川
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

ｔｅ
ｔ
ｔ
ｅ「
た
い
ま
つ
ホ
ー
ル
」

各
120
名

事
前
申
込
不
要

会
場
の
駐
車
場
は
限
り
が
あ

る
の
で
、
須
賀
川
市
役
所
前

駐
車
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

須
賀
川
税
務
署
法
人
課
税
部
門

☎
０
２
４
８ｰ

７
５ｰ

２
４
１
９

11
月
３
日（
日
）・
４
日（
月
）

午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時

福
島
県
環
境
創
造
セ
ン
タ
ー

交
流
棟
「
コ
ミ
ュ
タ
ン
福
島
」

第
８
回
環
境
創
造
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

と
し
て
、
コ
コ
リ
コ
田
中
直
樹
さ

ん
、
気
象
予
報
士
斎
藤
恭
紀
さ
ん

を
招
い
た
ト
ー
ク
ラ
イ
ブ
や
パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
、
オ
ー
プ

ン
キ
ャ
ン
パ
ス
、
サ
イ
エ
ン
ス

シ
ョ
ー
な
ど
、
ふ
く
し
ま
の
環
境

を
考
え
る
イ
ベ
ン
ト

無
料

コ
ミ
ュ
タ
ン
福
島
ス
タ
デ
ィ
キ
ャ

ン
パ
ス
２
０
２
４
運
営
事
務
局

☎
０
２
４ｰ

９
８
３ｰ

３
４
９
８

福
島
県
で
は
、
10
月
を
「
不
正

軽
油
撲
滅
強
化
月
間
」
と
定
め
、

関
係
団
体
と
協
力
し
て
、
不
正
軽

油
の
排
除
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

軽
油
に
課
税
さ
れ
る
軽
油
取
引

税
を
脱
税
す
る
目
的
で
、
軽
油
に

灯
油
や
重
油
を
混
ぜ
る
な
ど
し
て

製
造
さ
れ
る
燃
料
、い
わ
ゆ
る
「
不

正
軽
油
」
が
正
常
な
軽
油
と
偽
っ

て
販
売
、
使
用
さ
れ
て
い
る
事
例

が
あ
り
ま
す
。

不
正
軽
油
は
、
悪
質
な
脱
税
行

為
で
あ
り
、
環
境
汚
染
の
問
題
の

ほ
か
、
公
正
な
市
場
競
争
の
阻
害
、

更
に
は
暴
力
団
等
の
資
金
源
に
も

つ
な
が
り
ま
す
。

「
不
正
軽
油
を
作
ら
な
い
・
売
ら

な
い
・
買
わ
な
い
・
使
わ
な
い
」

不
正
軽
油
の
情
報
提
供
は
、
県

庁
税
務
課
ま
た
は
最
寄
り
の
地
方

振
興
局
県
税
部
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。県庁

総
務
部
税
務
課

☎
０
２
４ｰ

５
２
１ｰ

７
２
０
５

県
中
地
方
振
興
局
県
税
部

☎
０
２
４ｰ

９
３
５ｰ

１
２
６
４

幼
少
時
の
集
団
予
防
接
種
に
よ
り

Ｂ
型
肝
炎
に
感
染
し
た
と
認
め
ら
れ

る
患
者
に
対
し
、
病
態
に
応
じ
て
給

付
金
等
が
支
払
わ
れ
ま
す
が
、
給
付

を
受
け
る
た
め
に
は
、
国
を
相
手
に

訴
訟
を
し
、
証
拠
に
基
づ
き
救
済
要

件
に
該
当
す
る
こ
と
を
確
認
し
た
う

え
で
、
国
と
和
解
等
を
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

多
く
の
対
象
者
が
早
期
に
救
済
を

受
け
ら
れ
る
よ
う
、
弁
護
士
に
よ
る

無
料
相
談
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

【
郡
山
会
場
】

11
月
９
日（
土
）

午
後
１
時
30
分
か
ら
午
後
４
時

（
受
付
は
午
後
３
時
ま
で
）

郡
山
市
労
働
福
祉
会
館

Ｂ
型
肝
炎
患
者
と
そ
の
ご
家
族

【
電
話
相
談
会
】

11
月
16
日（
土
）

午
前
10
時
か
ら
正
午

Ｂ
型
肝
炎
特
別
措
置
法
に
基

づ
く
給
付
金
支
給
手
続
き
に

関
す
る
相
談

☎
０
２
５ｰ

２
２
３ｰ

１
１
３
０

全
国
Ｂ
型
肝
炎
訴
訟
新
潟
事
務
所

☎
０
２
５ｰ

２
２
３ｰ

１
１
３
０

問

問問

問問

問

場 日日

日

場

場

場

日日

総　務　課 ……………………………５７－４６２１
企画政策課 ……………………………５７－４６２８
すがまプラザ交流センター……………５７－２１０４
住民税務課 …………… ５７－４６２４／５７－４６２２

● 会　計　室 ……………………………５７－４６２５
健康福祉課 ……………………………５７－４６２３
保健センター ………………………………３７－１０２４

産業振興課・農業委員会… ５７－４６２７／５７－４６２９
地 域 整 備 課 ………… ５７－４６２６／５７－４６３１
遊水地対策室 …………………………５７－６１３０
議 会 事 務 局 …………………………５７－４６３０
教 育 委 員 会 …………………………５７－４６３３
公民館（文化体育館）……………………５７－４６３２
須釜行政センター ……………………５７－２０６１

一
般
家
庭
の
消
火
器

無
料
点
検
と
有
料
回
収

コ
ミ
ュ
タ
ン
福
島
ス
タ
デ
ィ

キ
ャ
ン
パ
ス
２
０
２
４

               in A
utum

n

弁
護
士
に
よ
る
B
型
肝
炎

特
措
法
無
料
相
談
会

年
末
調
整
に
お
け
る

定
額
減
税
事
務
に
係
る
説
明
会

10
月
は「
不
正
軽
油
撲
滅

強
化
月
間
」で
す

令
和
７
・
８
年
度
入
札
参
加

資
格
審
査
申
請
に
つ
い
て

￥

￥

内

内

内

他 定

対
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InformationInformat onformatioormatm tiofo
お知らせ

《マークの見方》

10・11月のお知らせや
イベントをご案内します。

　日時　　場所・会場
　内容　　対象
　定員　　申込方法
　費用　　お問い合わせ
　その他

日 場

対

申

問

内

定

￥
他

玉
川
村
で
は
、
令
和
７
・
８
年

度
の
入
札
参
加
資
格
審
査
の
手
続

き
を
行
い
ま
す
。
登
録
を
希
望
さ

れ
る
方
は
、
次
に
よ
り
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

■
受
付
期
間

11
月
１
日（
金
）か
ら
12
月
20
日（
金
）

（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

■
受
付
時
間

午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時

■
提
出
方
法
及
び
提
出
先

郵
送
で
玉
川
村
役
場
総
務
課
財

政
係
宛
に
提
出

※

原
則
郵
送
で
の
提
出
と
し
、

や
む
を
得
ず
持
参
す
る
場
合
は
、

前
日
ま
で
に
電
話
ま
た
は
、Ｆ
Ａ

Ｘ
、
メ
ー
ル
で
連
絡
願
い
ま
す
。

■
適
用
期
間

令
和
７
年
４
月
１
日
か
ら
令
和

９
年
３
月
31
日

総
務
課
財
政
係

☎
０
２
４
７ｰ

５
７ｰ

４
６
２
１

11
月
９
日
（
土
）

午
前
９
時
か
ら
正
午

石
川
消
防
署

庁
舎
前

消
火
器
の
無
料
点
検

使
用
で
き
な
く
な
っ
た
消
火

器
の
有
料
回
収

【
点
検
】無
料
／【
回
収
】１
０
０
０
円

須
賀
川
地
方
広
域
消
防
本
部

予
防
課

☎
０
２
４
８ｰ

７
６ｰ

３
１
１
４

11
月
25
日（
月
）

午
前
10
時
か
ら
午
前
11
時
30
分

午
後
１
時
30
分
か
ら
午
後
３
時

須
賀
川
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

ｔｅ
ｔ
ｔ
ｅ「
た
い
ま
つ
ホ
ー
ル
」

各
120
名

事
前
申
込
不
要

会
場
の
駐
車
場
は
限
り
が
あ

る
の
で
、
須
賀
川
市
役
所
前

駐
車
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

須
賀
川
税
務
署
法
人
課
税
部
門

☎
０
２
４
８ｰ

７
５ｰ

２
４
１
９

11
月
３
日（
日
）・
４
日（
月
）

午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時

福
島
県
環
境
創
造
セ
ン
タ
ー

交
流
棟
「
コ
ミ
ュ
タ
ン
福
島
」

第
８
回
環
境
創
造
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

と
し
て
、
コ
コ
リ
コ
田
中
直
樹
さ

ん
、
気
象
予
報
士
斎
藤
恭
紀
さ
ん

を
招
い
た
ト
ー
ク
ラ
イ
ブ
や
パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
、
オ
ー
プ

ン
キ
ャ
ン
パ
ス
、
サ
イ
エ
ン
ス

シ
ョ
ー
な
ど
、
ふ
く
し
ま
の
環
境

を
考
え
る
イ
ベ
ン
ト

無
料

コ
ミ
ュ
タ
ン
福
島
ス
タ
デ
ィ
キ
ャ

ン
パ
ス
２
０
２
４
運
営
事
務
局

☎
０
２
４ｰ

９
８
３ｰ

３
４
９
８

福
島
県
で
は
、
10
月
を
「
不
正

軽
油
撲
滅
強
化
月
間
」
と
定
め
、

関
係
団
体
と
協
力
し
て
、
不
正
軽

油
の
排
除
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

軽
油
に
課
税
さ
れ
る
軽
油
取
引

税
を
脱
税
す
る
目
的
で
、
軽
油
に

灯
油
や
重
油
を
混
ぜ
る
な
ど
し
て

製
造
さ
れ
る
燃
料
、い
わ
ゆ
る
「
不

正
軽
油
」
が
正
常
な
軽
油
と
偽
っ

て
販
売
、
使
用
さ
れ
て
い
る
事
例

が
あ
り
ま
す
。

不
正
軽
油
は
、
悪
質
な
脱
税
行

為
で
あ
り
、
環
境
汚
染
の
問
題
の

ほ
か
、
公
正
な
市
場
競
争
の
阻
害
、

更
に
は
暴
力
団
等
の
資
金
源
に
も

つ
な
が
り
ま
す
。

「
不
正
軽
油
を
作
ら
な
い
・
売
ら

な
い
・
買
わ
な
い
・
使
わ
な
い
」

不
正
軽
油
の
情
報
提
供
は
、
県

庁
税
務
課
ま
た
は
最
寄
り
の
地
方

振
興
局
県
税
部
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。県庁

総
務
部
税
務
課

☎
０
２
４ｰ

５
２
１ｰ

７
２
０
５

県
中
地
方
振
興
局
県
税
部

☎
０
２
４ｰ

９
３
５ｰ

１
２
６
４

幼
少
時
の
集
団
予
防
接
種
に
よ
り

Ｂ
型
肝
炎
に
感
染
し
た
と
認
め
ら
れ

る
患
者
に
対
し
、
病
態
に
応
じ
て
給

付
金
等
が
支
払
わ
れ
ま
す
が
、
給
付

を
受
け
る
た
め
に
は
、
国
を
相
手
に

訴
訟
を
し
、
証
拠
に
基
づ
き
救
済
要

件
に
該
当
す
る
こ
と
を
確
認
し
た
う

え
で
、
国
と
和
解
等
を
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

多
く
の
対
象
者
が
早
期
に
救
済
を

受
け
ら
れ
る
よ
う
、
弁
護
士
に
よ
る

無
料
相
談
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

【
郡
山
会
場
】

11
月
９
日（
土
）

午
後
１
時
30
分
か
ら
午
後
４
時

（
受
付
は
午
後
３
時
ま
で
）

郡
山
市
労
働
福
祉
会
館

Ｂ
型
肝
炎
患
者
と
そ
の
ご
家
族

【
電
話
相
談
会
】

11
月
16
日（
土
）

午
前
10
時
か
ら
正
午

Ｂ
型
肝
炎
特
別
措
置
法
に
基

づ
く
給
付
金
支
給
手
続
き
に

関
す
る
相
談

☎
０
２
５ｰ

２
２
３ｰ

１
１
３
０

全
国
Ｂ
型
肝
炎
訴
訟
新
潟
事
務
所

☎
０
２
５ｰ

２
２
３ｰ

１
１
３
０

問

問問

問問

問

場 日日

日

場

場

場

日日

総　務　課 ……………………………５７－４６２１
企画政策課 ……………………………５７－４６２８
すがまプラザ交流センター……………５７－２１０４
住民税務課 …………… ５７－４６２４／５７－４６２２

● 会　計　室 ……………………………５７－４６２５
健康福祉課 ……………………………５７－４６２３
保健センター ………………………………３７－１０２４

産業振興課・農業委員会… ５７－４６２７／５７－４６２９
地 域 整 備 課 ………… ５７－４６２６／５７－４６３１
遊水地対策室 …………………………５７－６１３０
議 会 事 務 局 …………………………５７－４６３０
教 育 委 員 会 …………………………５７－４６３３
公民館（文化体育館）……………………５７－４６３２
須釜行政センター ……………………５７－２０６１

一
般
家
庭
の
消
火
器

無
料
点
検
と
有
料
回
収

コ
ミ
ュ
タ
ン
福
島
ス
タ
デ
ィ

キ
ャ
ン
パ
ス
２
０
２
４

               in A
utum

n

弁
護
士
に
よ
る
B
型
肝
炎

特
措
法
無
料
相
談
会
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　福島県が公開している「ふくしまポータル」は、行政手続や防災アプリなど、様々なサービスが利用で
きる総合窓口アプリです。また、県や市町村から、イベント情報や各種支援制度など、生活に役立つ情
報を幅広く発信しています。
　現在、アプリをダウンロードすると、抽選で宿泊券や県産品等が当たるキャンペーンを実施していま
すので、この機会に、ぜひダウンロードをお願いします。
●対 象 者　アプリをダウンロード（アプリストアで「ふくしまポータル」と検索）し、ユーザー登録を

された方
●応募期間　12月31日（火）まで
●特　　典　福島宿泊券10,000円分(50名様)、福島の名産

品(200名様）、500円分の「QUOカードPay」
(750名様)など

●応募方法　専用ページ(「ふくしまポータル キャンペーン」と
検索)の応募フォームから応募

「ふくしまポータル」ダウンロードキャンペーン実施中！「ふくしまポータル」ダウンロードキャンペーン実施中！

問 キャンペーン事務局（福島県デジタル変革課委託） ☎024－521－1411

問 企画政策課 ☎57－4628

　お買い物でデジタルを体験してみませんか？村では、「顔認証」による手ぶらキャッシュレス実証事
業を実施しており、『玉川村デジタル地域商品券』を絶賛販売中です。

●商品券購入期間
　12月15日（日）まで
●デジタル地域商品券利用期間
　令和７年１月10日（金）まで
●利用登録（生体登録）

利用には生体情報の登録が必要です。スマート
フォンやパソコンなどから専用サイトにアクセス
し、必要事項を登録してください。ご自身で登録
が難しい場合はお気軽にお問い合わせください。

顔パスでお買い物！？
手ぶらキャッシュレス始まっています
顔パスでお買い物！？
手ぶらキャッシュレス始まっています

androidの方 キャンペーン
詳細iPhoneの方

20％の
プレミアムが付く‼

新規登録の
専用ポータルサイトはこちら

詳しくは
村公式ホームページをご覧ください

先着 1,000 名

ダウンロードは
こちら

問 すがまプラザ交流センター ☎57－2104 問 住民税務課住民係 ☎57－4624

問玉川郵便局 ☎57－2185

　道路の施設等を持ち去る行為は、犯罪行為（窃盗罪）となり、法律により罰せられます。
　パトロール等の強化を図り、盗難の防止に努めていますが、道路を通行する皆様の目や情報
提供が盗難の防止につながります。このような行為を見かけた方は、110 番又は下記へご連絡
をお願いします。

現在、２名の
集落支援員が
村内の空き家
問題と移住定
住の受け皿と
して、空き家
の利活用が進められるように現地調査をして
おります。調査中は、ジャンパーに腕章を身
に着け、自動車にはマグネットを付けて活動
します。
皆さんのお住いの近くで見かけた際には、気
軽にお声掛けください。

須釜郵便局では、地域の特性に応じた効率的な業務運営を行うことから、次のとおり試行的に昼時間帯の
窓口業務を休止します。ご理解とご協力をお願いします。
●対象郵便局／須釜郵便局 ●営業休止時間帯／ 11:30 ～12:30（１時間） ●実施開始日／ 11月18日（月）～

マイナンバーカードの普及促進を図るため、休日
窓口を開設しますのでご利用ください。
●開設日時　11月24日（日）
　　　　　   9：00 ～ 11：30
　　　　　　13：00 ～ 16：00
●開設場所　玉川村役場　
                     住民税務課窓口（住民２番窓口）
●取扱業務　マイナンバーカードの受取、申請、

マイナンバーカードと健康保険証の
紐づけ、マイナンバーカードに関す
る諸手続き

県内では道路側溝にある鉄製の蓋（グレーチング）や橋名板が盗まれる被害が相次いでいます！
側溝蓋や橋名板は県民の貴重な財産です。また側溝蓋の盗難は、転落事故につながる恐れがあり、
大変悪質で危険な行為です！

福島県石川土木事務所…0247-26-2138
福島県石川警察署………0247-26-2191
玉川村役場………………0247-57-4626

グレーチング・橋名板盗難事件多発!！

マイナンバーカード
休日窓口を開設します

郵便局の昼時間帯の窓口業務の休止についてお知らせ
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　福島県が公開している「ふくしまポータル」は、行政手続や防災アプリなど、様々なサービスが利用で
きる総合窓口アプリです。また、県や市町村から、イベント情報や各種支援制度など、生活に役立つ情
報を幅広く発信しています。
　現在、アプリをダウンロードすると、抽選で宿泊券や県産品等が当たるキャンペーンを実施していま
すので、この機会に、ぜひダウンロードをお願いします。
●対 象 者　アプリをダウンロード（アプリストアで「ふくしまポータル」と検索）し、ユーザー登録を

された方
●応募期間　12月31日（火）まで
●特　　典　福島宿泊券10,000円分(50名様)、福島の名産

品(200名様）、500円分の「QUOカードPay」
(750名様)など

●応募方法　専用ページ(「ふくしまポータル キャンペーン」と
検索)の応募フォームから応募

「ふくしまポータル」ダウンロードキャンペーン実施中！「ふくしまポータル」ダウンロードキャンペーン実施中！

問 キャンペーン事務局（福島県デジタル変革課委託） ☎024－521－1411

問 企画政策課 ☎57－4628

　お買い物でデジタルを体験してみませんか？村では、「顔認証」による手ぶらキャッシュレス実証事
業を実施しており、『玉川村デジタル地域商品券』を絶賛販売中です。

●商品券購入期間
　12月15日（日）まで
●デジタル地域商品券利用期間
　令和７年１月10日（金）まで
●利用登録（生体登録）

利用には生体情報の登録が必要です。スマート
フォンやパソコンなどから専用サイトにアクセス
し、必要事項を登録してください。ご自身で登録
が難しい場合はお気軽にお問い合わせください。

顔パスでお買い物！？
手ぶらキャッシュレス始まっています
顔パスでお買い物！？
手ぶらキャッシュレス始まっています

androidの方 キャンペーン
詳細iPhoneの方

20％の
プレミアムが付く‼

新規登録の
専用ポータルサイトはこちら

詳しくは
村公式ホームページをご覧ください

先着 1,000 名

ダウンロードは
こちら

問 すがまプラザ交流センター ☎57－2104 問 住民税務課住民係 ☎57－4624

問玉川郵便局 ☎57－2185

　道路の施設等を持ち去る行為は、犯罪行為（窃盗罪）となり、法律により罰せられます。
　パトロール等の強化を図り、盗難の防止に努めていますが、道路を通行する皆様の目や情報
提供が盗難の防止につながります。このような行為を見かけた方は、110 番又は下記へご連絡
をお願いします。

現在、２名の
集落支援員が
村内の空き家
問題と移住定
住の受け皿と
して、空き家
の利活用が進められるように現地調査をして
おります。調査中は、ジャンパーに腕章を身
に着け、自動車にはマグネットを付けて活動
します。
皆さんのお住いの近くで見かけた際には、気
軽にお声掛けください。

須釜郵便局では、地域の特性に応じた効率的な業務運営を行うことから、次のとおり試行的に昼時間帯の
窓口業務を休止します。ご理解とご協力をお願いします。
●対象郵便局／須釜郵便局 ●営業休止時間帯／ 11:30 ～12:30（１時間） ●実施開始日／ 11月18日（月）～

マイナンバーカードの普及促進を図るため、休日
窓口を開設しますのでご利用ください。
●開設日時　11月24日（日）
　　　　　   9：00 ～ 11：30
　　　　　　13：00 ～ 16：00
●開設場所　玉川村役場　
                     住民税務課窓口（住民２番窓口）
●取扱業務　マイナンバーカードの受取、申請、

マイナンバーカードと健康保険証の
紐づけ、マイナンバーカードに関す
る諸手続き

県内では道路側溝にある鉄製の蓋（グレーチング）や橋名板が盗まれる被害が相次いでいます！
側溝蓋や橋名板は県民の貴重な財産です。また側溝蓋の盗難は、転落事故につながる恐れがあり、
大変悪質で危険な行為です！

福島県石川土木事務所…0247-26-2138
福島県石川警察署………0247-26-2191
玉川村役場………………0247-57-4626

グレーチング・橋名板盗難事件多発!！

マイナンバーカード
休日窓口を開設します

郵便局の昼時間帯の窓口業務の休止についてお知らせ
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入園児を募集します！入園児を募集します！入園児を募集します！

一時保育事業のご一時保育事業のご案案内内！！一時保育事業のご案内！

令和7年度に『たまかわ クックの森』への入園を希望する園児を募集します。
新規入園を希望される方は、下記により手続きをしてください。

　認定こども園たまかわクックの森では、本園に在籍していないご家庭のお子さんを一時的
にお預かりする一般型一時保育事業を行っています。
　利用できる幼児
・村内に住所を有し、申請登録する前日までに満１歳の誕生日を迎えるお子さんから就学前のお子さん
・里帰り出産で帰省している保護者のお子さんで、祖父母が村内に住所を有していること。
　利用方法（登録申請が必要です。）
　事前登録が必要となります。電話連絡の上、お子さん同伴でこども園までお越しください。
　また、一時保育についての説明後、登録申請手続きを行いますので印鑑・健康保険証・母子手帳をご
持参ください。

※半日保育で延長を1時間超え
た場合は1日保育の扱いとな
ります。
※土・日曜日、祝日・年末年始
（12/29 ～ 1/3）は利用できま
せん。
※行事等により利用できない日
もあります。

　募集対象者
　平成31年４月２日～令和6年10月１日までに生まれた乳幼児

　申し込み方法
教育委員会にある所定の申込用紙（令和6年10月17日配布開始）にて、教育委員会へ申込期間中にお
申し込みください。なお、添付書類の詳細につきましては、用紙配布時にご案内いたします。現在、こ
ども園に在園中で、令和7年度の継続利用を希望する場合は、入園継続要件確認のため、現況届を提出
していただきます。（手続きの詳細については、こども園を通じてご案内いたします。）

　申込期間
　11月1日(金) ～ 11月15日（金）９：00～17：00（※土・日・祝祭日を除く）

　新規募集人員

５歳児（若干名） 4歳児（若干名）

3歳児（15名程度） ２歳児（10名程度）

1歳児（15名程度） 0歳児（15名程度）

※募集人員にかかわらず状況によっては利用のご希望
に添えない場合もありますので、あらかじめご了承
ください。

※現在、在園中の園児が進級するものとして新規募集
人員を定めております。

　利用時間と利用料金

令和7年度幼保連携型認定こども園『たまかわ クックの森』

申問教育委員会　☎57－4633

問 たまかわクックの森　☎57－4100（受付時間：9：00～16：00）申

令和7年玉川村『二十歳を祝う会』開催のお知らせ

登録児童を募集します！登録児童を募集します！登録児童を募集します！
　放課後児童クラブは、放課後に保護者が不在となる児童を対象に遊びや生活の場を提供し、
仕事と子育ての両立や児童の健全な育成を図るため実施しています。
　令和７年４月からの児童クラブ登録児童の申込みを下記のとおり受付しますので、登録を希
望される方は申込みください。

問 教育委員会　☎57－4633

令和7年度玉川村放課後児童クラブ

　対象児童　
　令和７年度の玉川第一小学校、須釡小学校の1年生～ 6年生

　基準
　児童の保護者や同居の親族（祖父母等）が労働等のため日中不在となり、放課後に児童が家庭で1人きり又は
兄弟姉妹だけとなってしまう場合。

　申込方法
　教育委員会、各放課後児童クラブにある所定の用紙にて教育委員会または各放課後児童クラブにお申込み
ください。※現在登録されている児童で、引き続き利用される場合も申請が必要です。

　申込期間
　10月17日（木）～ 11月15日（金）

　申込場所
　教育委員会または各放課後児童クラブ

　開設場所

泉放課後児童クラブ 小高字中村前50-1

須釡放課後児童クラブ 南須釡字西ヶ作116-2

月曜日～金曜日 学校終了後～ 18:30

土曜日※希望者のみ

7:30 ～ 18:30学校の長期休業日
（春休み・夏休み・冬休み）

及び小学校振替休業日

開設日時

クラブ名称 所在地

申

申問教育委員会　☎57－4633

川川年年年年年年年年年7年7年7年年年年年年年年年7和和和和和和和和令和和和和和和和和和和和和和令令令令令令令令令令令令令令令令令令令令令令令令令令令令令令令令令令令令令令令令令 7777777777777777777777777777777777777777777777 玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉和令和和 玉玉令令令令令令令令令令令令令令令令令令 年年年年年年年年 川年 川令和7年玉川川村村村村村村村村村村村村村村村村村村 ううう会うううううううううう祝を祝を祝ををををををををををを十十十『二『二二十二二二二『二十二二十『二『二二 会祝祝十 会う会会うう会う会会会ううううを祝十十十十十十十十十十十十十十十十二十二十十十十十十十十十十十十十十十十歳十十十 会歳をを『二十歳を祝う会会』』』』』 ららら知おのおのののの催催催催 知らおおおおおのおおお らら催催 らのおのののののの催催催 知知お知おお知開催のお知ら

申問教育委員会　☎57－4633

　日　　時 令和 7 年１月 12 日（日） 10：30 ～（受付９：30 ～）
　場　　所　マーヴェラス末広（中字道上 84 番地）
　内　　容　式典、写真撮影

該 当 者 平成 16 年４月２日生まれから平成
17 年４月１日生まれの村に住民登録
のある方

そ の 他　現在村外にお住まいの方も、本村の
『二十歳を祝う会』に参加できますの
で、教育委員会へ 12 月 6 日 ( 金 ) ま
でにお申し込みください。

2222広報たまかわ　令和6年10月号

令和7年 4月1日現在の年齢

０歳児 １歳児 ２歳児 ３歳児以上

１日保育（８時間）
９：００～１７：００ ３，０００円 ２，５００円 ２，０００円 ２，０００円

半日保育 （４時間）
９：００～１3：００ １，５００円 １，５００円 １，０００円 １，０００円

延長保育　基本時間外
30分単位　最長１時間 ２００円



入園児を募集します！入園児を募集します！入園児を募集します！

一時保育事業のご一時保育事業のご案案内内！！一時保育事業のご案内！

令和7年度に『たまかわ クックの森』への入園を希望する園児を募集します。
新規入園を希望される方は、下記により手続きをしてください。

　認定こども園たまかわクックの森では、本園に在籍していないご家庭のお子さんを一時的
にお預かりする一般型一時保育事業を行っています。
　利用できる幼児
・村内に住所を有し、申請登録する前日までに満１歳の誕生日を迎えるお子さんから就学前のお子さん
・里帰り出産で帰省している保護者のお子さんで、祖父母が村内に住所を有していること。
　利用方法（登録申請が必要です。）
　事前登録が必要となります。電話連絡の上、お子さん同伴でこども園までお越しください。
　また、一時保育についての説明後、登録申請手続きを行いますので印鑑・健康保険証・母子手帳をご
持参ください。

※半日保育で延長を1時間超え
た場合は1日保育の扱いとな
ります。
※土・日曜日、祝日・年末年始
（12/29 ～ 1/3）は利用できま
せん。
※行事等により利用できない日
もあります。

　募集対象者
　平成31年４月２日～令和6年10月１日までに生まれた乳幼児

　申し込み方法
教育委員会にある所定の申込用紙（令和6年10月17日配布開始）にて、教育委員会へ申込期間中にお
申し込みください。なお、添付書類の詳細につきましては、用紙配布時にご案内いたします。現在、こ
ども園に在園中で、令和7年度の継続利用を希望する場合は、入園継続要件確認のため、現況届を提出
していただきます。（手続きの詳細については、こども園を通じてご案内いたします。）

　申込期間
　11月1日(金) ～ 11月15日（金）９：00～17：00（※土・日・祝祭日を除く）

　新規募集人員

５歳児（若干名） 4歳児（若干名）

3歳児（15名程度） ２歳児（10名程度）

1歳児（15名程度） 0歳児（15名程度）

※募集人員にかかわらず状況によっては利用のご希望
に添えない場合もありますので、あらかじめご了承
ください。

※現在、在園中の園児が進級するものとして新規募集
人員を定めております。

　利用時間と利用料金

令和7年度幼保連携型認定こども園『たまかわ クックの森』

申問教育委員会　☎57－4633

問 たまかわクックの森　☎57－4100（受付時間：9：00～16：00）申

令和7年玉川村『二十歳を祝う会』開催のお知らせ

登録児童を募集します！登録児童を募集します！登録児童を募集します！
　放課後児童クラブは、放課後に保護者が不在となる児童を対象に遊びや生活の場を提供し、
仕事と子育ての両立や児童の健全な育成を図るため実施しています。
　令和７年４月からの児童クラブ登録児童の申込みを下記のとおり受付しますので、登録を希
望される方は申込みください。

問 教育委員会　☎57－4633

令和7年度玉川村放課後児童クラブ

　対象児童　
　令和７年度の玉川第一小学校、須釡小学校の1年生～ 6年生

　基準
　児童の保護者や同居の親族（祖父母等）が労働等のため日中不在となり、放課後に児童が家庭で1人きり又は
兄弟姉妹だけとなってしまう場合。

　申込方法
　教育委員会、各放課後児童クラブにある所定の用紙にて教育委員会または各放課後児童クラブにお申込み
ください。※現在登録されている児童で、引き続き利用される場合も申請が必要です。

　申込期間
　10月17日（木）～ 11月15日（金）

　申込場所
　教育委員会または各放課後児童クラブ

　開設場所

泉放課後児童クラブ 小高字中村前50-1

須釡放課後児童クラブ 南須釡字西ヶ作116-2

月曜日～金曜日 学校終了後～ 18:30

土曜日※希望者のみ

7:30 ～ 18:30学校の長期休業日
（春休み・夏休み・冬休み）

及び小学校振替休業日

開設日時

クラブ名称 所在地

申

申問教育委員会　☎57－4633

川川年年年年年年年年年7年7年7年年年年年年年年年7和和和和和和和和令和和和和和和和和和和和和和令令令令令令令令令令令令令令令令令令令令令令令令令令令令令令令令令令令令令令令令令 7777777777777777777777777777777777777777777777 玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉和令和和 玉玉令令令令令令令令令令令令令令令令令令 年年年年年年年年 川年 川令和7年玉川川村村村村村村村村村村村村村村村村村村 ううう会うううううううううう祝を祝を祝ををををををををををを十十十『二『二二十二二二二『二十二二十『二『二二 会祝祝十 会う会会うう会う会会会ううううを祝十十十十十十十十十十十十十十十十二十二十十十十十十十十十十十十十十十十歳十十十 会歳をを『二十歳を祝う会会』』』』』 ららら知おのおのののの催催催催 知らおおおおおのおおお らら催催 らのおのののののの催催催 知知お知おお知開催のお知ら

申問教育委員会　☎57－4633

　日　　時 令和 7 年１月 12 日（日） 10：30 ～（受付９：30 ～）
　場　　所　マーヴェラス末広（中字道上 84 番地）
　内　　容　式典、写真撮影

該 当 者 平成 16 年４月２日生まれから平成
17 年４月１日生まれの村に住民登録
のある方

そ の 他　現在村外にお住まいの方も、本村の
『二十歳を祝う会』に参加できますの
で、教育委員会へ 12 月 6 日 ( 金 ) ま
でにお申し込みください。
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問保健センター　☎37－1024

ほけんだより
保健センターでの取組や健康に関する様々な情報を発信！

　これまでの高齢者インフルエンザ予防接種に加えて、新たに10 月から高齢者の新型コロナ
ワクチン予防接種が定期接種として開始されました。対象となっている方はぜひ接種されま
すようお知らせいたします。

■ 高齢者インフルエンザ・高齢者新型コロナワクチン予防接種のお知らせ

■ 令和６年度胃カメラ検診のお知らせ

子育てインフォメーション（11月実施分）

３～4か月児健診 ２歳児 /４歳児発育発達相談会

 実 施 日　 令和６年11月 29 日（金）
  受付時間  ２歳児 13：00 ～ 13：30
　　　　 ４歳児 13：30 ～ 14：00
 会 　 場  保健センター

対 象 者　 ２歳児(令和4年4月～5月生まれ)
                 ４歳児(令和2年5月～6月生まれ)

問健康福祉課　☎57－4623

ピーマンは半分に切って種をとり、みじん切り
にする。なすはヘタを切ってみじん切りにする。
熱湯でさっと茹で、ザルにあげておく。
ミニトマトはヘタをとり、４等分に切る。
フライパンにサラダ油をしき、ぎょうざの皮を
少し離して並べ、ピザソースを皮全体にぬる。

に油をきったツナを全体にひろげ、ピーマン
となすを散らし、ミニトマトをのせる。
ピザ用チーズをたっぷりのせ、２～３分焼いて、
軽く焦げ目がついてきたら出来上がり。

ぎょうざの皮……………………４枚
ミニトマト………………………6０ｇ
ピザソース（市販）…………大さじ１
ピザ用チーズ……………………40ｇ
ツナ缶(オイル漬け)……………40ｇ
なす………………………………20ｇ
ピーマン…………………………10ｇ
サラダ油…………………………適量

（野菜は家庭で残っているもので OKです。）

「食品ロス」とは、まだ食べられるのに廃棄される食品のことです。家庭から出る食品ロスは全体の
約47%を占めており、毎日の生活の中で一人ひとりが意識して減らしていけます。

料理を作りすぎたりして残る「食べ残し」、野菜の皮や茎など食
べられるところまで切って捨ててしまう「過剰除去」、未開封の
まま食べずに捨ててしまう「直接廃棄」…家庭で食品ロスを減
らすコツは、買い物時は「必要な分だけ買う」、料理の際は「食べ
きれる量を作る」、食事の際は「おいしく食べきる」ことです。

食育だより
10月は食品ロス
削減月間です今日からできる！

家庭でできる食品ロス削減

家庭でできる「食品ロス」の取組み！

余った餃子の皮と家庭にある野菜で作る“ミニピザ”
1

5
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2
3
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９～10か月児健診

 実 施 月　 令和６年 11 月
 会 　 場  委託医療機関（郡山市内）

対 象 者　 令和６年１月生まれ
そ の 他 予約が必要

すくすくクラブ

 実 施 日　 令和６年11月 7日(木)
　　　　　 令和６年11月21日(木)
  受付時間     9：45
 会 　 場  保健センター

対 象 者　 入園前までの乳幼児と保護者

 実 施 日　 令和６年11月 27日(水)
  受付時間    13：00 ～ 13：45
 会 　 場  公立岩瀬病院

対 象 者　 ３か月児 (令和６年７月生まれ )

3
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高齢者インフルエンザ 高齢者新型コロナワクチン

対 象 者
（１）接種当日に 65 歳以上の方
（２）接種当日に 60 歳から 64 歳の方で、心臓、じん臓、呼吸器の機能、ヒト免疫不全

ウイルスによる免疫の機能障害により身体障害者手帳 1 級を所持する方

接 種 期 間 令和 6 年１０月1日（火）　
　～令和 7 年 1 月３１日（金）

令和 6 年１０月1日（火）　
　～令和 7 年 3 月３１日（月）

自 己 負 担 額 1,000 円 2,100 円
公費の対象と
なる接種回数 各 1 回

接 種 場 所 県内の医療機関

接 種 方 法
①医療機関に電話等で事前に予約をする。
②予約当日、医療機関で接種を受ける。問診票は各医療機関に備え付けてあります。

【持ち物】保険証、お薬手帳、自己負担額

注 意 事 項

・どちらのワクチンも、他のワクチンとの接種間隔に制限はありませんが、接種
する医療機関にご相談ください。

・ワクチンの種類に関するお問い合わせは、医療機関にお願いいたします。
・体調の良いときに接種されますようお願いいたします。

対 象 者
50歳以上の方（年度内到達者含む）
※ただし、昨年度村の胃カメラ検診を受けた方、食道及び胃疾患で治療中の方（ピ

ロリ除菌中の者を含む）等は除きます

検 診 期 間 令和７年２月 28 日（金）まで 自 己 負 担 金 2,000 円

検 査 方 法 胃カメラ検査
※医療機関によっては、バリウム検査も可能です。バリウムを希望の場合はお申し出ください。

検 査 実 施
医 療 機 関

須賀川医師会の指定医療機関（要予約）
※回覧等をご確認ください。なお、申込者には医療機関一覧をお渡しします。

受 診 方 法
①保健センターに検診申込みをして受診録を受け取る。（電話による申し込みも可）
②指定の医療機関に事前に予約をする。（検診日が２月末日までとなるように注意してください）
③病院で検診を受ける。④約１か月後に自宅に結果が郵送となる。



問保健センター　☎37－1024

ほけんだより
保健センターでの取組や健康に関する様々な情報を発信！

　これまでの高齢者インフルエンザ予防接種に加えて、新たに10 月から高齢者の新型コロナ
ワクチン予防接種が定期接種として開始されました。対象となっている方はぜひ接種されま
すようお知らせいたします。

■ 高齢者インフルエンザ・高齢者新型コロナワクチン予防接種のお知らせ

■ 令和６年度胃カメラ検診のお知らせ

子育てインフォメーション（11月実施分）

３～4か月児健診 ２歳児 /４歳児発育発達相談会

 実 施 日　 令和６年11月 29 日（金）
  受付時間  ２歳児 13：00 ～ 13：30
　　　　 ４歳児 13：30 ～ 14：00
 会 　 場  保健センター

対 象 者　 ２歳児(令和4年4月～5月生まれ)
                 ４歳児(令和2年5月～6月生まれ)

問健康福祉課　☎57－4623

ピーマンは半分に切って種をとり、みじん切り
にする。なすはヘタを切ってみじん切りにする。
熱湯でさっと茹で、ザルにあげておく。
ミニトマトはヘタをとり、４等分に切る。
フライパンにサラダ油をしき、ぎょうざの皮を
少し離して並べ、ピザソースを皮全体にぬる。

に油をきったツナを全体にひろげ、ピーマン
となすを散らし、ミニトマトをのせる。
ピザ用チーズをたっぷりのせ、２～３分焼いて、
軽く焦げ目がついてきたら出来上がり。

ぎょうざの皮……………………４枚
ミニトマト………………………6０ｇ
ピザソース（市販）…………大さじ１
ピザ用チーズ……………………40ｇ
ツナ缶(オイル漬け)……………40ｇ
なす………………………………20ｇ
ピーマン…………………………10ｇ
サラダ油…………………………適量

（野菜は家庭で残っているもので OKです。）

「食品ロス」とは、まだ食べられるのに廃棄される食品のことです。家庭から出る食品ロスは全体の
約47%を占めており、毎日の生活の中で一人ひとりが意識して減らしていけます。

料理を作りすぎたりして残る「食べ残し」、野菜の皮や茎など食
べられるところまで切って捨ててしまう「過剰除去」、未開封の
まま食べずに捨ててしまう「直接廃棄」…家庭で食品ロスを減
らすコツは、買い物時は「必要な分だけ買う」、料理の際は「食べ
きれる量を作る」、食事の際は「おいしく食べきる」ことです。

食育だより
10月は食品ロス
削減月間です今日からできる！

家庭でできる食品ロス削減

家庭でできる「食品ロス」の取組み！

余った餃子の皮と家庭にある野菜で作る“ミニピザ”
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９～10か月児健診

 実 施 月　 令和６年 11 月
 会 　 場  委託医療機関（郡山市内）

対 象 者　 令和６年１月生まれ
そ の 他 予約が必要

すくすくクラブ

 実 施 日　 令和６年11月 7日(木)
　　　　　 令和６年11月21日(木)
  受付時間     9：45
 会 　 場  保健センター

対 象 者　 入園前までの乳幼児と保護者

 実 施 日　 令和６年11月 27日(水)
  受付時間    13：00 ～ 13：45
 会 　 場  公立岩瀬病院

対 象 者　 ３か月児 (令和６年７月生まれ )

3
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　秋山菜々子は、神奈川で看護師をしながら一人息
子の航太郎を育てていた。湘南のシニアリーグで活
躍する航太郎には関東一円からスカウトが来ていた
が、選び取ったのはとある大阪の新興校だった。声
のかからなかった甲子園常連校を倒すことを夢見て。息子とともに、菜々
子もまた大阪に拠点を移すことを決意する。不慣れな土地での暮らし、厳
しい父母会の掟、激痩せしていく息子。果たしてふたりの夢は叶うのか !?

　40年ぶりに帰ってきたふるさとには、年
老いた母が待っていた――。
　大手食品会社社長として孤独を感じてい
る松永徹。退職と同時に妻から離婚された
室田精一。親を看取ったばかりのベテラン女医・古賀夏生。
還暦前後の悩みを抱えた３人が、懐かしい山里の家で不思議
な一夜を過ごすと…。すべての人に贈る、感涙必至の傑作長編。

アルプス席の母
早見 和真　著　小学館刊

母の待つ里
浅田 次郎　著　新潮文庫刊

★今月の新着オススメ本 【クックちゃん文庫（公民館内）☎57－4632】

お 知 ら せクックちゃん文庫からク

★仮装して参加された方に素敵なプレゼント！
☆きらきらコマをつくろう！
　１回目 11:00 ～　6 名【整理券配布 10:00】
　２回目 13:30 ～　6 名【整理券配布 12:30】
　参加費／100円　先着順

★ハロウィン宝さがし
ハロウィンかぼちゃをさがしてミッションに参加しよう！
☆ハロウィンフォトスポット

★本をかりてBINGO…BINGO の数字５個
☆キッチンカーもくるよ…10:00 ～

11月2日土 10：00～18：00　
ハロウィンパーティー

クッ ク ち ゃ ん 文 庫

草

ご投稿いただいた写真は、村公式アカウントでリポストまたは
『広報たまかわ』で紹介させていただく場合があります。

もっと、

たまかわ
を

好きにな
る

村
内
で
撮
影
し
た
写
真
を

イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
で
大
募
集
！

応
募
方
法

今月の
BEST
SHOT
投稿者

＠1224ohana
タイトル

玉川村の観光名所が
オープンしたよ♪
撮影場所

乙な駅

さ
る
な
し
俳
句
会
九
月
句
会
吟
詠
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う
す
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し
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場
町

向
日
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を
背
に
し
笑
顔
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け
り

西
瓜
割
り
一
切
れ
残
し
子
等
帰
る

真
伸
び
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鴉
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声
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の
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喜
寿
迎
え
心
は
乙
女
菊
日
和

由
記

春
恵

真
知

公
仁
美

八
重

東京近郊にお住いの玉川村出身者や村と関
わりのある方々が会員の楽しい集まりです。
問企画政策課 ☎０２４７－５７－4628

東京玉川会
会員募集中

泥だらけの初戦から勝
ち進み、楢葉町に勝利
してベスト8になった
玉川村チーム。選手の
輝く瞬間をパシャリ。

職員の人事異動（10月１日付）

私たち、人権擁護委員です

総務課主査 佐藤 友佳

人権相談を受けたり、人権の考えを広めたりする活動
をします。

𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷 𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷 𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷

@tamakawa.vill.official

Instagram

Instagramフォロワー募集中

@tamakawa.vill

今月　表紙の

フォローは
こちらから
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 任期：令和６年７月１日～令和９年６月30日（３年間）
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1 村営住宅所在地
●玉川団地１～３号棟（玉川村大字岩法寺字蕨岡２番地）
●玉川団地４～５号棟（玉川村大字竜崎字蕨岡 1 番地）
●長内団地１・２号棟（玉川村大字南須釜字長内１番地）

2 募集住宅
募集区分 団地名 部屋番号 間取り 家賃 築年数

新規 玉川団地５号棟
５１３（１階） ２ＤＫ １４，１００円～

Ｈ６
５２２（２階） ３ＤＫ １７，１００円～

随時

玉川団地１号棟
１２３（２階）

３ＤＫ １５，５００円～ Ｓ６２
１３２（３階）

玉川団地２号棟
２１２（１階）

２ＬＤＫ １４，０００円～ Ｓ６３
２１４（１階）

玉川団地３号棟

３１３（１階） ２ＬＤＫ １４，２００円～

Ｈ１
３２５（２階）

３ＬＤＫ １７，０００円～
３２６（２階）
３３５（３階）
３３６（３階）

玉川団地４号棟
４１３（１階）

２ＬＤＫ １５，０００円～ Ｈ４
４１６（１階）

玉川団地５号棟
５３１（３階）

３ＤＫ １７，１００円～ Ｈ６５３２（３階）
５３３（３階）

長内団地１号棟 １３１（３階） ３ＬＤＫ １６，６００円～ Ｈ３

長内団地２号棟

２１３（１階）

３ＬＤＫ １７，０００円～ Ｈ５

２１５（１階）
２２２（２階）
２２４（２階）
２２６（２階）
232（３階）

※令和６年10月10日現在

問 地域整備課 ☎57－4626

村営住宅の入居募集
3 入居資格

（１）住宅に困窮している
（２）所得控除後の月額が１５８，０００円以下（高齢者、障がい者、

小学生未満の子どもがいる世帯は２１４，０００円以下）
（３）税金等の滞納がない　
（４）入居者全員が暴力団構成員該当しない　　
（５）同居親族がある≪新規募集のみ≫

4 家　　賃
入居者全員の合計所得に応じて決定します 

5 敷　　金
家賃の３か月分　

6 駐 車 場
普通乗用車１台のみ

7 そ の 他
（１）別途共益費徴収・管理人制度あり
（２）行政区への加入必須（別途区費徴収あり）
（３）ペット等動物飼育禁止（補助犬を除く）
（４）浴室設備・ガス湯沸かし器の設置は自己負担

8 申込期限≪新規募集のみ≫
令和６年 10 月３１日
※申込が重複した場合は、優先入居要件該当者等から入居を決定し

ますが、優先順位を定めがたい場合は、公開抽選により決定します。

申込用紙は、地域整備課窓口に備え付けております。
部屋の見学を希望や詳細は地域整備課にお問い合わせください。



　秋山菜々子は、神奈川で看護師をしながら一人息
子の航太郎を育てていた。湘南のシニアリーグで活
躍する航太郎には関東一円からスカウトが来ていた
が、選び取ったのはとある大阪の新興校だった。声
のかからなかった甲子園常連校を倒すことを夢見て。息子とともに、菜々
子もまた大阪に拠点を移すことを決意する。不慣れな土地での暮らし、厳
しい父母会の掟、激痩せしていく息子。果たしてふたりの夢は叶うのか !?

　40年ぶりに帰ってきたふるさとには、年
老いた母が待っていた――。
　大手食品会社社長として孤独を感じてい
る松永徹。退職と同時に妻から離婚された
室田精一。親を看取ったばかりのベテラン女医・古賀夏生。
還暦前後の悩みを抱えた３人が、懐かしい山里の家で不思議
な一夜を過ごすと…。すべての人に贈る、感涙必至の傑作長編。

アルプス席の母
早見 和真　著　小学館刊

母の待つ里
浅田 次郎　著　新潮文庫刊

★今月の新着オススメ本 【クックちゃん文庫（公民館内）☎57－4632】

お 知 ら せクックちゃん文庫からク

★仮装して参加された方に素敵なプレゼント！
☆きらきらコマをつくろう！
　１回目 11:00 ～　6 名【整理券配布 10:00】
　２回目 13:30 ～　6 名【整理券配布 12:30】
　参加費／100円　先着順

★ハロウィン宝さがし
ハロウィンかぼちゃをさがしてミッションに参加しよう！
☆ハロウィンフォトスポット

★本をかりてBINGO…BINGO の数字５個
☆キッチンカーもくるよ…10:00 ～

11月2日土 10：00～18：00　
ハロウィンパーティー

クッ ク ち ゃ ん 文 庫

草

ご投稿いただいた写真は、村公式アカウントでリポストまたは
『広報たまかわ』で紹介させていただく場合があります。
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東京近郊にお住いの玉川村出身者や村と関
わりのある方々が会員の楽しい集まりです。
問企画政策課 ☎０２４７－５７－4628

東京玉川会
会員募集中

泥だらけの初戦から勝
ち進み、楢葉町に勝利
してベスト8になった
玉川村チーム。選手の
輝く瞬間をパシャリ。

職員の人事異動（10月１日付）

私たち、人権擁護委員です

総務課主査 佐藤 友佳

人権相談を受けたり、人権の考えを広めたりする活動
をします。
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今月　表紙の

フォローは
こちらから

さ  とう   ゆ か新採用

 任期：令和６年７月１日～令和９年６月30日（３年間）

地区名 死　亡　者 世帯主名
川　辺 佐　藤　庄　藏 庄　藏
蒜　生 栁　沼　久　男 久　男
小　高 車　田　幾久哉 昭　一
　〃 車　田　正　信 正　信
岩法寺 大　竹　ヨ　シ ヨ　シ
竜　崎 湯　澤　　勝　 勝
南須釜 阿　部　紀　章 紀　章
北須釜 草　野　洋　子 道　夫

おくやみ申し上げます （9月届出分）

　次の方々から社会福祉活動資金として寄付
をいただきました。厚く御礼申し上げます。

（村社会福祉協議会：9月受領分）

寄付ありがとうございます

小　高 車　田　昭　一 様
〃 髙 原 史 朗 様
岩法寺 大 竹 初 夫 様
南須釜 阿 部 裕 子 様

北須釜 草 野 道 夫 様
鏡石町 添 田 正 一 様
福島市 佐 藤 庄 一 様
玉川村民ゴルフ大会実行委員会様

10月１日現在の村のようす

世帯数 2 , 2 1 2 戸 （ ＋ 2 人）
人　口 6 , 0 8 8 人 （ － 5 人）
　男 3 , 0 5 5 人 （ － 3 人）
　女 3 , 0 3 3 人 （ － 2 人）

※住民基本台帳登録人口は住民基本台帳に登録された人口であり、
直近の国勢調査人口を基本に算出した現住人口とは差があります。

（前月比）【住民基本台帳登録人口・世帯数】

地区名 出生児氏名 保護者名

岩法寺 佐 藤 優
ゆ う な
凪 義　理 

南須釡 大 野 颯
い ぶ き
己 陵 史

お誕生おめでとうございます （9月届出分）
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いいいい思いしい思ししし悔しのの年年の昨年昨昨年 いいの年の年の昨昨年 い思い思い思い思い思いいい思しししし昨年の悔昨年の悔昨年年の悔悔年の昨年昨年の昨年年年の年の悔年の いいい いいいををリリベベンンジジ！！
村村村村市町村　　市 対村 抗福市 抗福対村町村町村町 対対抗福島村対抗福島対抗市町村対村村対村対対抗市町村市町村村対村町村町村町 対 島県ソソソソソソソソソソソフフフフフフフトトトトボールボボボボールボールボボ ル 場大会大大大 出会出会会出大会出大会出場会出場出場会出場出場出場出出出出出出会会出出出会出会出

昨年の悔しい思いをリベンジ！
　　市町村対抗福島県ソフトボール大会出場

燃えるゴミ

燃えるゴミ

燃えるゴミ

燃えるゴミ

燃えるゴミ

燃えるゴミ

燃えるゴミ

燃えるゴミ

燃えるゴミ

村 県 民 税：第3期
国民健康保険税：第5期
介 護 保 険 料：第5期
後期高齢者医療保険料：第4期

資源ゴミ：西部
不燃ゴミ：東部

資源ゴミ：西部
不燃ゴミ：東部

資源ゴミ：東部
不燃ゴミ：西部

資源ゴミ：東部
不燃ゴミ：西部

Ⅰ

●（休医）・・休日当番医／●（元）・・元気スポーツクラブ／●文体・・文化体育館／●クラブ・・文化体育館クラブハウス／●保セ・・保健センター／●健た・・健康の駅たまかわ
●村グ・・村民グランド／●就改・・就業改善センター／●ドーム・・クックドーム／●すぱーく・・すぱーく玉川／●プラザ・・すがまプラザ交流センター

●休日当番医の診療時
間は、午前8：30～午
後4：30までとなって
います。

※須賀川地区の在宅当
番医は、須賀川市保
健センター内の休日
夜間急病診療所で診
察しています。
☎0248-76-2980
　須賀川市諏訪町67-1

◆玉川村虐待防
止センター専用
ダイヤル

☎080-5220-4623
※毎日24時間体制
で虐待にかかわ
る通報（連絡）や
相談を受け付け
ています。

粗大ゴミ
申込・収集
申込先

きららクリーンセンター

TEL 26-7500
FAX 26-7800

玉川村防災アプリで
防災行政無線の放送
内容が確認できます。
詳しくは村公式HP
をご覧下さい。

1111 20242024

（連絡）や
を受け付け
す。

TEL 26-750
FAX 26-780

燃えるゴミ

燃えるゴミ
ミ：東部
ミ：西部 燃えるゴミ

燃える
資源ゴミ
不燃ゴミるゴミ

部
部

ミ：東部
ミ：西部 燃えるゴミ
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広報紙に掲載された写真が欲しい方は総務課広報広聴係（57－4621）まで 2828




